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新新
年年
のの
ごご
ああ
いい
ささ
つつ

K

教育長

西岡 惠三
副町長

辻 善 典
明和町長
中井幸充

昨
年
は
全
国
各
地
で
大
き
な
自

然
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。
東
日

本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
方
々
、

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
や
行
方
不
明

に
な
ら
れ
た
方
々
、
ま
た
台
風
12

号
で
被
災
さ
れ
た
方
々
や
亡
く
な

ら
れ
た
方
々
に
対
し
、
衷
心
よ
り

お
見
舞
い
と
お
悔
や
み
を
申
し
上

げ
、
１
日
も
早
い
被
災
地
の
復
旧

と
復
興
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

さ
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
（
環
太
平
洋
経

済
協
定
）
問
題
や
円
高
な
ど
揺
れ

動
く
経
済
状
況
の
中
、
町
内
の
各

事
業
所
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
事

業
の
運
営
に
な
お
い
っ
そ
う
の
厳

し
さ
を
増
し
て
い
る
状
況
に
あ
り

ま
す
。
今
年
は
こ
の
状
況
に
歯
止

め
を
か
け
、
明
る
い
展
望
を
見
い

だ
し
て
い
く
年
に
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

町
に
お
い
て
は
「
人
と
地
域
の

活
力
の
創
造
」
を
基
本
理
念
に
、

「
歴
史
・
文
化
の
自
然
が
輝
き
、

快
適
で
こ
こ
ろ
豊
か
な
『
和
』
の

ま
ち
明
和
」
に
向
か
っ
て
、
次
の

時
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
思
い

や
り
の
あ
る
豊
か
な
心
を
育
み
、

安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
心
あ

た
た
か
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

た
め
に
「
第
５
次
明
和
町
総
合
計

画
」
を
基
に
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に

取
り
組
ん
で
い
く
所
存
で
す
。

そ
の
大
き
な
柱
の
一
つ
は
義
務

教
育
施
設
整
備
、
具
体
的
に
は
明

和
中
学
校
と
大
淀
小
学
校
の
改
築

事
業
で
す
。
こ
の
た
び
の
東
日
本

震
災
を
受
け
、
海
岸
部
の
大
淀
小

学
校
と
下
御
糸
小
学
校
は
津
波
災

害
浸
水
想
定
区
域
に
位
置
す
る
た

め
、
老
朽
化
対
策
と
併
せ
て
防
災

対
策
も
考
慮
に
入
れ
、
そ
の
対
策

を
早
急
に
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
明
和
中
学
校
で
は

老
朽
化
対
策
と
と
も
に
、
点
在
す

る
施
設
の
有
効
的
な
活
用
方
法
も

含
め
た
整
備
が
望
ま
れ
る
た
め
、

平
成
23
年
度
に
立
ち
上
げ
た
「
義

務
教
育
施
設
整
備
検
討
委
員
会
」

か
ら
提
言
を
い
た
だ
き
な
が
ら
そ

の
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
少
子
化
傾
向
を
受
け
、

児
童
数
減
少
に
よ
る
幼
稚
園
少
人

数
化
や
施
設
老
朽
化
、
さ
ら
に
は
、

保
育
需
要
の
高
ま
り
に
よ
る
保
育

所
整
備
等
を
含
め
、
就
学
前
保
育

と
教
育
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
す

べ
て
の
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な

育
ち
、
そ
し
て
結
婚
・
出
産
・
子

育
て
の
希
望
が
か
な
う
町
の
子
育

て
支
援
対
策
に
資
す
る
た
め
に

「
就
学
前
保
育
・
教
育
検
討
委
員

会
」
を
立
ち
上
げ
平
成
23
年
10
月

に
中
間
答
申
を
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
施
設
整
備
や
配
置
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
の
連
携
や
内
容

の
充
実
等
に
つ
い
て
、
よ
り
具
体

的
な
検
討
を
重
ね
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
町
で
は
同
委
員
会
の
最

終
答
申
に
基
づ
き
、
平
成
24
年
度

に
そ
の
具
体
化
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。二

つ
目
は
防
災
対
策
で
す
。
町

に
お
い
て
も
危
惧
さ
れ
る
東
海
・

東
南
海
・
南
海
地
震
の
同
時
発
生

に
対
す
る
備
え
を
急
が
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。
ま
ず
、
皆
さ
ん
に
は
ご

自
宅
の
耐
震
補
強
工
事
や
家
具
の

固
定
、
要
援
護
者
対
策
等
の
減
災

対
策
を
お
願
い
し
ま
す
。
そ
し
て
、

震
災
時
の
対
策
と
し
て
身
の
安
全

を
図
る
た
め
の
備
え
を
お
願
い
し

ま
す
。
町
で
は
避
難
路
整
備
や
津

波
被
害
な
ど
を
想
定
し
た
一
時
避

難
所
の
整
備
等
に
努
め
ま
す
。
そ

し
て
、
震
災
の
被
害
を
受
け
た
場

合
に
、
１
日
も
早
く
従
来
の
生
活

に
戻
れ
る
よ
う
に
道
路
や
仮
設
住

宅
等
の
復
旧
・
復
興
対
策
を
具
体

化
し
ま
す
。

三
つ
目
は
産
業
の
活
性
化
で

す
。
第
一
次
産
業
の
振
興
は
町
の

最
重
要
課
題
と
し
て
、
農
業
基
盤

整
備
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
化
事
業
の
促

進
を
は
じ
め
、
ノ
リ
養
殖
や
ア
サ

リ
採
貝
漁
業
振
興
策
等
の
強
化
を

図
り
ま
す
。
ま
た
、
伊
勢
神
宮
の

式
年
遷
宮
は
観
光
誘
致
の
大
き
な

節
目
と
な
る
た
め
、
国
史
跡
斎
宮

跡
の
東
部
整
備
の
進
捗
に
併
せ

て
、
平
成
23
年
に
策
定
し
た
観
光

振
興
政
策
推
進
の
基
本
と
な
る

「
観
光
振
興
計
画
」
の
具
体
化
を

図
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
厳
し
い
経

済
環
境
下
に
は
あ
り
ま
す
が
、
こ

の
不
況
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
、

町
内
企
業
支
援
対
策
を
模
索
し
な

が
ら
商
工
業
振
興
対
策
も
進
め
ま

す
。四

つ
目
は
少
子
化
・
高
齢
化
・

障
が
い
者
福
祉
施
策
の
推
進
で

す
。
幼
・
保
一
体
化
や
子
育
て
支

援
な
ど
就
学
前
子
育
て
支
援
対
策

と
併
せ
て
、
健
康
づ
く
り
等
医

療
・
福
祉
・
介
護
の
施
策
の
推

進
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
・
ケ
ア
ー

ホ
ー
ム
の
整
備
等
障
が
い
児
者
の

皆
さ
ん
の
暮
ら
し
や
生
活
の
場
の

確
保
に
努
め
ま
す
。

五
つ
目
は
国
史
跡
斎
宮
跡
の
活

平成24年１月

2

新
し
い
年
を
迎
え
、
今
年
も
町
民
の
皆
さ
ん
が
笑
顔
で

過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
皆
さ
ん

の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

義
務
教
育
施
設
整
備
、
就
学
前
保
育
・
教
育

防
災
対
策(

減
災
対
策
、
避
難
路
整
備
等)

産
業
の
活
性
化
、
観
光
振
興
計
画
の
具
体
化

少
子
化
・
高
齢
化
・
障
が
い
者
福
祉
施
策

国
史
跡
斎
宮
跡
の
活
性
化
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K

阪井 勇男

無所属

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
町
民
の
皆
さ
ん

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望
に
満
ち
た
新
年
を
す
が
す
が
し
く
お

迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
東
日
本
大
震
災
を
教
訓
に
危
機
管
理
意
識
の
高
揚
と
、

地
域
社
会
の
「
絆
」
を
改
め
て
認
識
す
る
と
と
も
に
、
先
の
見
え

な
い
経
済
不
況
等
々
わ
た
し
た
ち
の
ま
ち
明
和
町
に
も
さ
ま
ざ
ま

な
行
政
課
題
が
山
積
し
て
い
ま
す
。

議
会
で
は
「
町
民
の
皆
さ
ん
に
身
近
で
、
分
か
り
や
す
い
、
開

か
れ
た
議
会
」
を
実
現
す
る
た
め
、
議
会
だ
よ
り
や
行
政
チ
ャ
ン

ネ
ル
な
ど
を
通
じ
た
幅
広
い
情
報
提
供
を
は
じ
め
、
議
会
議
員
の

役
割
と
責
務
を
十
分
に
自
覚
し
、
町
政
の
発
展
と
福
祉
の
向
上
、

そ
し
て
地
域
振
興
と
活
性
化
の
た
め
に
全
議
員
が
一
丸
と
な
っ
て

取
り
組
み
ま
す
。

新
年
を
迎
え
、
町
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
ご
健
康
と
ご
多

幸
を
心
か
ら
祈
念
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
今
後
、
よ
り
い
っ
そ

う
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
明
和
町
議
会
議
員

一
同
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
24
年
１
月

松 本 忍

無所属

奥山 幸洋

無所属

綿民 和子

無所属

田辺 泰宏

無所属

間宮 一彦

無所属

乾 健 郎

無所属

辻井 成人

無所属

田邊ひとみ

共産党

土屋 吉昭

無所属

江 京 子

無所属

上 田 清

無所属

議　長

北 岡 泰

公明党

副議長

伊豆千夜子

無所属

性
化
で
す
。
三
重
県
に
よ
っ
て
進

め
ら
れ
て
い
る
実
物
大
建
物
の
復

元
、
史
跡
東
部
の
整
備
促
進
に
力

を
入
れ
な
が
ら
、
歴
史
ま
ち
づ
く

り
法
に
よ
る
史
跡
環
境
の
整
備
を

軸
に
史
跡
の
周
辺
整
備
を
進
め
ま

す
。六

つ
目
と
し
て
、
ゴ
ミ
減
量
化

対
策
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
、
温
暖

化
対
策
を
は
じ
め
、
狭
あ
い
道
路

や
基
幹
道
路
整
備
な
ど
皆
さ
ん
の

生
活
に
密
着
し
た
生
活
環
境
整
備

の
推
進
を
図
り
ま
す
。

◇
　
　
　
　
　
◇

こ
れ
ら
施
策
の
具
体
化
た
め
に

行
財
政
改
革
を
推
し
進
め
、
財
政

の
確
保
や
事
業
効
率
化
等
の
行
財

政
基
盤
強
化
を
図
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
さ
ら
に
「
分
か
り
や
す
い

行
政
」
の
た
め
、
皆
さ
ん
へ
の
情

報
発
信
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

急
が
ね
ば
な
ら
な
い
防
災
対
策

等
の
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す

が
、
皆
さ
ん
が
よ
り
豊
か
に
安
心

し
て
毎
日
が
送
れ
る
よ
う
、
町
議

会
議
員
の
皆
さ
ん
の
ご
支
援
等
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
町
職
員
と
も

ど
も
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
町

民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
し
ま
す
。

新年の新年の
ごあいさつごあいさつ
明和町議会議員一同

3

生

活

環

境

整

備

の

推

進
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まちの話題
広報めいわ １月号

平成24年
(2012年)

12
月
11
日
、
第
54
回
明
和
町
駅

伝
大
会
が
開
催
さ
れ
、
町
内
外
か

ら
33
チ
ー
ム
（
地
区
対
抗
５
、
オ

ー
プ
ン
６
、
中
学
校
男
子
17
、
中

学
校
女
子
５
）
が
参
加
し
、
町
内

６
区
間
、
19
・
３
キ
ロ
の
コ
ー
ス

で
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。
地
区
対

抗
の
部
で
は
、
上
御
糸
チ
ー
ム
が

優
勝
し
ま
し
た
。
大
会
の
結
果
は

次
の
と
お
り
で
す
。
（
チ
ー
ム
成

績
・
区
間
賞
、
敬
称
略
）

【
チ
ー
ム
成
績
】

■
地
区
対
抗

①
上
御
糸
（
１
時

間
16
分
58
秒
＝
浜
口
英
顕
、
窪
田

誉
、
奥
山
元
一
、
黒
川
祥
吾
、
前

一
弥
、
井
上
五
大
）
、
②
斎
宮

（
同
17
分
08
秒
）、
③
明
星
（
同
18

分
31
秒
）
、
④
修
正
、

⑤
下
御
糸

■
オ
ー
プ
ン

①
第
33

普
通
科
連
隊
（
１
時
間

05
分
00
秒
＝
西
田
勇

弥
、
永
見
　
豊
、
坪
井

卓
也
、
飯
村
貴
史
、
太

原
英
胤
、
西
脇
徳
宏
）、

②
三
重
基
金
マ
ラ
ソ

ン
＆
駅
伝
サ
ー
ク
ル

（
同
15
分
39
秒
）、
③
松

阪
県
民
セ
ン
タ
ー
（
同

27
分
37
秒
）
、
④
相
可

高
校
山
岳
部
、
⑤
三
重

電
子
Ｂ
、
⑥
三
重
電
子
A

■
中
学
生
男
子

①
陸
上
部
A

（
１
時
間
14
分
04
秒
＝
村
田
雄
紀
、

中
瀬
雄
太
、
世
古
口
祐
紀
、
北
村

侑
輝
、
山
出
朋
幸
、
乾
　
颯
人
）、

②
R
y
o
（
同
16
分
41
秒
）
、
③

男
バ
ス
A
（
同
17
分
32
秒
）
、
④

陸
上
部
Ｂ
、
⑤
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
部
選
抜
、
⑥
ゲ
ー
マ
ー
選
抜
、

⑦
男
バ
ス
Ｂ
、
⑧
男
バ
ス
Ｃ
、
⑨

も
も
ら
ぁ
〜
、
⑩
男
子
ソ
フ
ト
テ

ニ
ス
部
後
衛
A
、
⑪
ザ
コ
魂
ー
ズ
、

⑫
西
岡
J
A
P
A
N
、
⑬
男
子
ソ

フ
ト
テ
ニ
ス
部
後
衛
Ｂ
、
⑭
男
バ

ス
D
、
⑮
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

前
衛
Ｂ
、
⑯
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

地
区
対
抗
の
部
で

上
御
糸
チ
ー
ム
が
優
勝

【
第
54
回
明
和
町
駅
伝
大
会
の
結
果
】

部
前
衛
A
、
⑰
智
紀

■
中
学
生
女
子

①
陸
上
部
女
子

（
１
時
間
24
分
44
秒
＝
下
村
　
宝
、

三
石
秋
澄
、
西
口
侑
希
、
辻
　
咲

菜
、
須
田
有
香
、
永
田
　
萌
）
、

②
女
子
籠
球
部
（
同
37
分
09
秒
）、

③
女
子
B
B
C
（
同
37
分
43
秒
）、

④
女
子
バ
ス
ケ
R
、
⑤
女
子
バ
ス

ケ
W

【

区

間

賞

】

■
地
区
対
抗

１
区
＝
福
井
健

二
、
２
区
＝
奥
村
直
人
、
３
区
＝

井
上
　
宗
、
４
区
＝
黒
川
祥
吾
、

５
区
＝
土
井
一
輝
、
６
区
＝
山
口

勝
司

■
オ
ー
プ
ン

１
区
＝
西
田
勇

弥
、
２
区
＝
永
見
　
豊
、
３
区
＝

坪
井
卓
也
、
４
区
＝
飯
村
貴
史
、

５
区
＝
太
原
英
胤
、
６
区
＝
西
脇

徳
宏

■
中
学
生
男
子

１
区
＝
村
田
雄

紀
、
２
区
＝
羽
根
康
太
、
３
区
＝

浦
田
　
甚
、
４
区
＝
長
谷
川
眞
也
、

総合体育館前から、各チームのトップランナーが一斉にスタート

地
区
対
抗
の
部
で
優
勝
し
た
上
御
糸
チ
ー

ム
。
皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

写
真
は
明
和
町
体
育
協
会
提
供

５
区
＝
鈴
木
宗
真
、
６
区
＝
乾

颯
人

■
中
学
生
女
子

１
区
＝
下
村

宝
、
２
区
＝
三
石
秋
澄
、
３
区
＝

西
口
侑
希
、
４
区
＝
辻
　
咲
菜
、

５
区
＝
須
田
有
香
、
６
区
＝
下
村

紗
耶

明和中３年の下井さんと中瀬さん バレーボール全国大会へ
12月５日、明和中学校３年の下井　樹さん（大淀甲）と中瀬将伍さん（斎宮）が町役場

を訪れ、中井町長にバレーボール全国大会出場を報告しました。

下井さんと中瀬さんは、12月25～28日に大阪市で開催された「ＪＯＣジュニアオリンピ

ックカップ・第25回全国都道府県対抗中学バレーボール大会」に三重県選抜チームのメン

バーとして出場しました。２人は中学校入学後にバレーボール部へ入部し、今夏は三重県

大会準優勝と東海大会出場を果たしまし

た。このたびの選抜チーム入りはこれらの

活躍が認められたもので、中学校の部活動

を引退した後も、毎週水曜日の夜間や土・

日曜日の練習のほか、県内高校生チームと

の練習試合や県外遠征合宿など、選抜チー

ムの練習に日々励んできました。

町長から「寒い時期なので、体調にも気

をつけ頑張ってきてください」と激励を受

け、２人は「チームを盛り上げ、ベスト８

を目指したい」と力強く応えていました。
写真左から下井さん、中瀬さん
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上
御
糸
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
の
様
子
。
写
真
は
ふ

れ
あ
い
会
館
提
供

上
御
糸
地
区
「
第
21
回
ふ
れ
あ
い
祭
り
」

に
終
日
た
く
さ
ん
の
人
出

【
上
御
糸
地
区
地
域
づ
く
り
推
進
委
員
会
】

ふ
れ
あ
い
会
館
（
上
御
糸
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
）

で
11
月
23
日
、
上
御
糸
地
区
「
第
21
回
ふ
れ
あ
い
祭
り
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
祭
り
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
交
流
と
親
ぼ
く

を
深
め
る
こ
と
を
目
的
に
毎
年
こ
の
時
期
に
開
催
さ
れ
て
い
る
も

の
で
、
上
御
糸
地
区
地
域
づ
く
り
推
進
委
員
会
が
主
催
。
会
場
で

は
、
米
粉
の
だ
ん
ご
や
地
元
野
菜
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
「
ふ
れ

あ
い
鍋
」
や
お
餅
、
わ
た
菓
子
や
軽
食
な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
、
終

日
た
く
さ
ん
の
人
出
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
会
館
内
で
行
わ
れ
た
「
ふ
れ
あ
い
演
芸
大
会
」
で
は
、

子
ど
も
た
ち
の
大
道
芸
や
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
ほ
か
、
日
ご
ろ
か
ら
会

館
を
利
用
す
る
サ
ー
ク
ル
な
ど
24
組
の
皆
さ
ん
が
合
唱
や
民
謡
、

踊
り
な
ど
を
披
露
し
ま
し
た
。

全国大会等出場者の結果報告

（明和町教育委員会）
平成23年10～11月に明和町長の激

励を受けて、各競技の全国大会で健

闘された皆さんの結果を報告します。

（順不同、敬称略）

▽早川進也（北藤原）＝第53回全日

本ターゲットアーチェリー選手権大

会（リカーブ部門）…予選敗退、▽

中西明子（有爾中）＝第26回国民文

化祭・京都2011 小倉百人一首かる

た競技全国大会…予選敗退、▽加藤

丈一朗（山大淀）＝第13回全日本身

体障害者野球選手権大会…４位、▽

笹木雄作（平尾）＝第81回全日本ア

マチュアボクシング選手権大会（バ

ンタム級）…初戦敗退

み
い
と
フ
ェ
ス
タ
・
文
化
発
表
会
の
様
子

み
い
と
フ
ェ
ス
タ
や
文
化
発
表
会
で

下
御
糸
小
学
校
創
立
百
周
年
を
祝
う

11
月
27
日
、
下
御
糸
小
学
校
で
同
小
学
校
創
立
百
周
年
記
念

式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
下
御
糸
小
学
校
は
、
そ
の
前
身
と
な

る
下
御
糸
尋
常
小
学
校
の
明
治
44
年
（
１
９
１
１
年
）
創
立
以

来
、
本
年
度
に
百
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

式
典
に
は
、
卒
業
生
を
は
じ
め
在
校
児
童
や
地
域
の
皆
さ
ん

が
出
席
。
来
賓
の
皆
さ
ん
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
人
文
字
の
航

空
写
真
撮
影
な
ど
「
記
録
よ
り
も
み
ん
な
の
記
憶
に
残
る
も
の

を
」
と
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
こ
れ
ま
で
に
取
り
組
ん
で
き
た
各

種
記
念
事
業
が
ス
ラ
イ
ド
で
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

式
典
の
後
に
行
わ
れ
た
「
み
い
と
フ
ェ
ス
タ
・
文
化
発
表
会
」

で
は
、
下
御
糸
小
学
校
と
双
葉
幼
稚
園
の
児
童
・
園
児
た
ち
が

演
劇
な
ど
で
日
ご
ろ
の
学
習
成
果
を
披
露
。
最
後
に
子
ど
も
た

ち
が
全
員
で
歌
を
合
唱
し
、
創
立
百
周
年
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

12
月
５
日
、
明
和
町
人
権
セ
ン

タ
ー
で
「
楽
し
い
手
作
り
教
室
・

松
竹
梅
で
寄
せ
植
え
を
作
ろ
う
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

楽
し
い
手
作
り
教
室
は
、
地
域

の
皆
さ
ん
の
交
流
と
親
ぼ

く
を
深
め
て
も
ら
お
う

と
、
人
権
セ
ン
タ
ー
が
定

期
的
に
開
催
。
こ
の
日
は
、

事
前
に
参
加
申
し
込
み
が

あ
っ
た
16
人
の
皆
さ
ん
が

参
加
し
ま
し
た
。

教
室
で
は
、
使
用
す
る

盆
栽
の
種
類
や
特
徴
、
寄

せ
植
え
の
管
理
方
法
な
ど

を
講
師
が
説
明
。
続
い
て
、

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
準
備

さ
れ
た
ク
ロ
マ
ツ
・
紅

梅
・
笹
竹
・
七
福
南
天
、

塩
焼
き
陶
器
プ
ラ
ン
タ
ー
や
専
用

の
土
を
使
っ
て
、
講
師
の
手
ほ
ど

き
を
受
け
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
に

お
正
月
飾
り
用
の
寄
せ
植
え
作
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

松
竹
梅
で

お
正
月
の
寄
せ
植
え
作
り

【
人
権
セ
ン
タ
ー
の
楽
し
い
手
作
り
教
室
】寄せ植え作りに取り組む参加者の皆さん

まちの話題
広報めいわ １月号

平成24年
(2012年)
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12
月
12
日
、
明
和
町
内
事
業
所

代
表
者
の
皆
さ
ん
な
ど
で
構
成
す

る
明
和
サ
ン
ラ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
（
し

も
い
水
産
有
限
会
社
　
下
井
清
史

会
長
、
23
事
業
所
）
か
ら
町
に
70

万
円
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し

た
。明

和
サ
ン
ラ
イ
ズ
ク
ラ
ブ
は
、

郷
土
明
和
町
と
地
域
社
会
へ
の
貢

献
を
目
的
に
、
平
成
20
年
６
月
に

町
民
有
志
の
皆
さ
ん
で
発
足
。
町

へ
の
寄
付
は
、
今
回
で
４
回
目
と

な
り
ま
す
。
同
ク
ラ
ブ
で
は
今
後

も
会
員
募
集
を
呼
び
か
け
な
が

ら
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
活
動
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

こ
の
日
は
、
同
ク
ラ
ブ
会
長
の

下
井
清
史
さ
ん
、
副
会
長
の
森
川

昌
司
さ
ん
、
会
計
の
上
田
元
洋
さ

ん
が
来
庁
。
「
防
犯
灯
整
備
な
ど

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
と
、

子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
図
書
購
入

に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
」
と
、
町

長
に
目
録
と
寄
付
金
を
手
渡
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

町
で
は
、
こ
の
寄
付
金
を
町
内

各
所
の
防
犯
灯
整
備
や
小
・
中
学

校
図
書
の
購
入
等
に
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

【ありがとうございました】

安全・安心のまちづくりと
子どもたちの図書購入に

明和サンライズクラブから町に70万円寄付

町長に目録と寄付金を手渡す下井さん。サンライズクラブの皆さん、
ありがとうございました

【笹笛川で白鳥 山大淀の高山さんが撮影】
山大淀の高山義和さんから、明和土地改良区を通

じて「白鳥」の写真をお寄せいただきました。昨年
の11月18日に町内の笹笛川で撮影されたそうです。
高山さん、ありがとうございました。

い
く
ら

い
く
ら

さ
あ
い
く
ら
ー

生
大
根
初
市
に
１
７
０
０
束
出
荷

多
気
郡
農
業
協
同
組
合
明
和
営
農
セ
ン
タ
ー
で
12
月

３
日
、
毎
年
こ
の
時
期
の
風
物
詩
「
生
大
根
市
」
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

初
市
と
な
っ
た
こ
の
日
は
、
朝
早
く
か
ら
町
内
６
軒

の
生
産
農
家
の
皆
さ
ん
が
、
伊
勢
た
く
わ
ん
な
ど
漬
け

物
の
材
料
と
な
る
御
薗
大
根
１
７
３
８
束
（
１
束
４
本
、

前
年
比
約
４
割
減
）
を
出
荷
。
農
協
職
員
が
務
め
る
競

り
人
の
「
い
く
ら
、
い
く
ら
、
さ
あ
い
く
ら
ー
」
と
い

う
威
勢
の
よ
い
か
け
声
の
中
、
み
ず
み
ず
し
い
真
っ
白

な
大
根
が
次
々
と
競
り
落
と
さ
れ
て
い
き
ま
し
た
。

初
市
に
大
根
を
出
荷
し
た
生
産
農
家
の
西
村
直
克
さ

ん
（
行
部
）
は
「
今
年
は
台
風
の
影
響
で
種
の
ま
き
直

し
も
あ
り
、
全
体
的
に
生
育
が
悪
か
っ
た
。
近
年
は
生

産
者
が
減
少
し
、
少
し
さ
み
し
い
思
い
が
あ
り
ま
す
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

まちの話題
広報めいわ １月号

平成24年
(2012年)

生産農家の皆さんが見守る中、競り人の威勢のよいかけ声が飛び交う生大
根市の様子

【金剛ヶ丘自治会で趣味の作品展】
斎宮の金剛ヶ丘自治会（松島　孜自治会長）の

「趣味の作品展」が10月29・30日、同自治会公民館
で開催され、写真や絵画、彫刻、盆栽など自治会の
皆さんの力作約350点が出品された会場は、両日とも
たくさんの人出でにぎわいました。

記
事
と
写
真
は
、
金
剛
坂
の
野

畑
久
子
さ
ん
提
供
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11
月
25
日
、
津
市
の
三
重
県
総

合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た

「
平
成
23
年
度
三
重
県
更
生
保
護

事
業
関
係
者
顕
彰
式
典
」
で
、
更

生
保
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
地

域
で
活
動
す
る
明
和
町
の
保
護

司
・
更
生
保
護
女
性
の
会
の
皆
さ

ん
が
各
種
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

皆
さ
ん
は
、
犯
罪
を
犯
し
た
人

の
社
会
復
帰
援
助
や
再
犯
・
再
非

行
の
防
止
等
、
地
域
社
会
の
中
で
、

更
生
保
護
行
政
推
進
の
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。皆

さ
ん
、
受
賞
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

（
明
和
町
関
係
分
、
敬
称
略
）

■
中
部
地
方
保
護
委
員
会
委
員
長

保
護
司
・
更
生
保
護
女
性
の
会
の
皆
さ
ん
に

更
生
保
護
事
業
功
績
表
彰
と
感
謝
状

【
三
重
県
更
生
保
護
事
業
関
係
者
顕
彰
式
典
で
】

薬物乱用防止教室の様子。写真は明和町保
護司会提供

【ホームページで更生保護活動を紹介】
犯罪や非行をした人たちの立ち直りを支援する更生保護法人・三

重県更生保護事業協会では、インターネットホームページ「地域社

会と共に歩む・三重の更生保護」を開設し、県内各地区の保護司会

や更生保護女性会、協力雇用主などの皆さんの活動を広く紹介して

います。皆さん、ぜひ一度ご覧ください。

\http ://www.kouse ihogo-mie . jp

検索キーワード「三重の更生保護」

※詳しくは、三重県更生保護事業協会（1059・227・6724）へお

問い合わせください。

青
少
年
指
導
員
の
活
動
に

ご
理
解
と
ご
支
援
を

皆
さ
ん
、
明
和
町
青
少
年
指
導

員
協
議
会
（
中
瀬
正
実
会
長
、
会

員
35
人
）
の
活
動
を
ご
存
じ
で
す

か
。青

少
年
指
導
員
協
議
会
は
、
青

少
年
の
非
行
防
止
と
健
全
育
成
を

目
的
に
、
各
地
区
自
治
会
長
代
表

を
は
じ
め
、
青
少
年
育
成
町
民
の

会
、
P
T
A
連
合
協
議
会
、
各
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
、
民
生
・
児
童
委

員
、
保
護
司
な
ど
の
代
表
の
皆
さ

ん
で
構
成
し
、
年
間
を
通
し
て

「
あ
い
さ
つ
運
動
」
や
「
夜
間
パ

ト
ロ
ー
ル
」
な
ど
の
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

青
少
年
の
健
や
か
な
成
長
の
た

め
、
青
少
年
指
導
員
協
議
会
の
活

動
に
ご
理
解
と
ご
支
援
を
よ
ろ
し

明
和
中
学
校
で

薬
物
乱
用
防
止
教
室

【
明
和
町
保
護
司
会
が
主
催
】

11
月
28
日
に
明
和

中
学
校
体
育
館
で
、

中
学
校
３
年
生
生
徒

た
ち
を
対
象
に
「
薬

物
乱
用
防
止
教
室
」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
教
室
は
、
薬

物
の
恐
ろ
し
さ
を
子

ど
も
た
ち
に
知
っ
て

も
ら
い
、
薬
物
乱
用

や
犯
罪
を
未
然
に
防

止
し
よ
う
と
、
明
和
町
保
護
司
会
（
野
畑
久
子
代
表
、
８
人
）
が

主
催
。
教
室
で
は
、
三
重
県
警
察
本
部
・
松
阪
警
察
署
の
職
員
を

講
師
に
招
き
、
三
重
県
薬
物
乱
用
防
止
指
導
委
員
を
務
め
る
野
畑

久
子
・
岸
江
輝
雄
・
吉
田
は
な
子
保
護
司
の
進
行
で
、
少
年
非
行

の
現
状
や
薬
物
乱
用
防
止
の
講
演
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

表
彰
＝
岸
江
輝
雄
（
明
星
・
保
護

司
）

■
中
部
地
方
保
護
司
連
盟
会
長
表

彰
＝
田
端
好
司
（
中
海
・
同
）

■
中
部
地
方
更
生
保
護
女
性
連
盟

会
長
表
彰
＝
西
　
育
（
明
星
・
更

生
保
護
女
性
の
会
）

■
津
保
護
観
察
所
長
表
彰
＝
北
岡

泰
（
上
野
・
保
護
司
）

■
津
保
護
観
察
所
長
感
謝
状
＝
伊

藤
愛
子
（
志
貴
・
更
生
保
護
女
性

の
会
）
、
岩
瀬
幸
恵
（
八
木
戸
・

同
）

まちの話題・くらし
広報めいわ １月号

平成24年
(2012年)

１
月
の
日
曜(

窓
口)

開
庁
予
定
日
の
お
知
ら
せ

１
月
の
日
曜
（
窓
口
）
開
庁
予
定
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。
平
日
に

役
場
の
ご
利
用
が
困
難
な
人
は
、
ぜ
ひ
、
日
曜
（
窓
口
）
開
庁
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

■
１
月
の
日
曜
（
窓
口
）
開
庁
予
定
日
時

１
月
８
日
・
15
日
・
22

日
・
29
日(

各
日
曜
日)

、
各
日
と
も
午
前
８
時
30
分
〜
正
午
・
午
後
１

時
〜
５
時
15
分

※
取
扱
事
務
は
「
窓
口
事
務
」
が
中
心
に
な
り
ま
す
。
詳
細
内
容
は
、

事
前
に
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
\h

ttp
:/
/
w
w
w
.to
w
n
.m
e
iw
a
.

m
ie
.jp
/

）
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、
政
策
課
（
1
52
・
７
１
１
２
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

く
お
願
い
し
ま
す
。

■
あ
い
さ
つ
運
動

毎
月
５
日

（
学
校
の
夏
休
み
期
間
等
を
除
く
）

を
中
心
に
、
青
少
年
指
導
員
が
町

内
小
学
校
の
校
門
付
近
で
、
登
校

す
る
児
童
に
「
お
は
よ
う
」
と
声

か
け
を
行
う
運
動
で
す
。

■
夜
間
パ
ト
ロ
ー
ル

毎
月
月
末

の
夜
間
に
、
青
色
回
転
燈
を
と
も

し
町
内
を
パ
ト
ロ
ー
ル
し
た
り
、

大
型
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
内

を
パ
ト
ロ
ー
ル
す
る
運
動
で
す
。

青少年指導員の皆さん、日ごろの
活動ありがとうございます
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くらし
広報めいわ １月号

平成24年
(2012年)

明
和
町
で
は
、
町
立
保
育
所
の
臨
時
保
育

士
の
登
録
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

登
録
後
の
任
用
は
、
各
町
立
保
育
所
で

「
臨
時
保
育
士
が
必
要
と
な
っ
た
と
き
」
に
随

時
行
い
ま
す
。
登
録
方
法
や
任
用
の
際
の
勤

務
内
容
等
は
次
の
と
お
り
で
す
。
任
用
を
希

望
す
る
人
は
、
事
前
に
臨
時
保
育
士
の
登
録

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

【
登
録
方
法
等
】

■
応
募
資
格

保
育
士
の
資
格
（
保
育
士
証
）

を
有
す
る
人

■
登
録
募
集
期
間

随
時
登
録
を
受
け
付
け

■
登
録
方
法

福
祉
子
育
て
課
備
え
付
け
の

「
登
録
申
請
書
」
に
必
要
内
容
を
記
入
し
、
保

育
士
証
の
写
し
を
添
付
の
う
え
、
同
課
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
（
土
・
日
曜
日
と
祝
日
を

除
く
。
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分
）。

■
任
用

臨
時
保
育
士
任
用
の
必
要
が
生
じ

た
場
合
に
、
登
録
者
あ
て
に
連
絡
し
ま
す
。

※
登
録
後
に
、
他
へ
の
就
職
等
に
よ
っ
て

「
登
録
の
取
り
消
し
」
を
す
る
場
合
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

【
任
用
の
際
の
勤
務
内
容
等
】

■
勤
務
先

各
町
立
保
育
所
（
な
り
ひ
ら
・

さ
さ
ふ
え
・
み
ど
り
各
保
育
所
）

■
勤
務
時
間

「
明
和
町
保
育
所
職
員
の
勤

務
時
間
に
関
す
る
内
規
」
に
基
づ
き
ま
す
。

原
則
と
し
て
、
月
〜
金
曜
日
の
午
前
８
時
30

分
〜
午
後
５
時
15
分
で
、
早
出
・
遅
出
・
土

曜
日
（
半
日
）
の
変
則
勤
務
が
あ
り
ま
す
。

■
勤
務
内
容

乳
・
幼
児
の
保
育

■
賃
金

月
額
16
万
２
３
０
０
円

※
そ
の
ほ
か
、
詳
細
な
内
容
は
登
録
時
に
説

明
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
福
祉
子
育
て
課

（
H
52
・
７
１
１
５
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

町
立
保
育
所

臨
時
保
育
士
の
登
録
を
募
集

【
必
要
な
と
き
に
随
時
任
用
し
ま
す
】

放課後児童クラブ　平成24年度入所児童の募集
【１月10日～２月24日に受け付け】

明和町では、放課後児童クラブ（学童保育）の平成24年度入所児童を次のとおり募集します。

放課後児童クラブは、昼間に保護者が不在の児童や入所が必要と認められる児童に、家庭と

地域の連携を図りながら「適切な遊びと生活の場」を提供するものです。明和町では、放課後児童クラブを町内すべ

ての小学校に設置し、その事業運営は「めいほう育成会　放課後児童きらりクラブ」へ委託しています。

【募 集 内 容】
■募集児童 町内の小学校に在学または平成24年度入学予定の児童（小学校１年生からおおむね10歳未満まで）

※町外の小学校に在学または入学予定の児童も応じます。

■募集期間 １月10日(火)～２月24日(金)

■入所申し込み 募集期間中に各小学校の放課後児童クラブ、またはめいほう育成会　放課後児童きらりクラブ事務

局（金剛坂801-109）備え付けの入所申込書で申し込んでください。

※平成24年度入学予定児童について、町内各小学校の「一日入学」当日での案内を予定しています。

【保育内容等】
■保育内容と開所時間 ①通常保育＝小学校放課後～午後５時30分、②終日保育（春季・夏季・秋季・冬季の各休日、

土曜日、学校行事等振り替え休日等）＝午前７時30分～午後５時30分、③延長保育＝午後５時30分～６時

※延長保育時間は、相談に応じます。

■保育料金 ①通常保育＝月5,000円・おやつ代1,000円、②終日保育＝別途料金、③延長保育＝月1,000円

※詳しくは、めいほう育成会　放課後児童きらりクラブ事務局（152・5524）、または明和町福祉子育て課（152・

7115）へお問い合わせください。

平
成
24
年
２
月
に
実
施
す
る
「
経
済
セ
ン
サ
ス
│
活
動
調
査
」
は
、
国
内
の
す
べ

て
の
企
業
・
事
業
所
を
対
象
に
、
全
産
業
分
野
の
経
済
活
動
を
同
一
時
点
で
網
羅
的

に
把
握
す
る
わ
が
国
唯
一
の
調
査
で
す
。
調
査
の
結
果
は
、
国
の
各
種
行
政
施
策
を

は
じ
め
、
地
域
の
産
業
振
興
や
商
店
街
の
活
性
化
な
ど
、
地
域
行
政
の
た
め
の
基
礎

資
料
と
し
て
利
活
用
さ
れ
ま
す
。

支
社
等
の
な
い
事
業
所
等
に
は
、
調
査
員
が
直
接
伺
い
調
査
票
を
お
配
り
し
ま
す
。

支
社
等
を
有
す
る
企
業
に
は
、
国
、
都
道
府
県
、
市
区
が
民
間
事
業
者
を
通
じ
て
本

社
等
に
調
査
票
を
郵
送
し
ま
す
。
調
査
票
は
、
１
月
末
日
ま
で
に
お
届
け
し
ま
す
の

で
、
２
月
１
日
以
降
の
ご
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。
調
査
の
趣
旨
と
必
要
性
を
ご
理

解
い
た
だ
き
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※
経
済
セ
ン
サ
ス
│
活
動
調
査
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
総
務
課
電
話
（
1
52
・
７
１

１
１
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

企業・事業所の皆さんご協力をお願いします
平成 2 4 年 経 済センサスー活動調査
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ご利用ください　町民バス　１乗車100円（小学生以上） 
※詳しくは、政策課（152・7112）へお問い合わせください。 

未就園児と保護者の皆さん ご利用ください

【明和町子育て支援センター いちごクラブ】
明和町子育て支援センター・いちごクラブは、保育所や幼稚園に未就園の子

どもとその保護者の皆さんにご参加いただき、各種行事などを通じて一緒にお

話ししたり、楽しく遊んだり、また子育てなどの情報交換ができる場です。

いちごクラブでは、各種行事を次のとおり行います。皆さん、どうぞお気軽

にご参加ください。

◎おはなし会＝■日時 １月12日(木) 午前10時30分～11時（毎月第２木曜

日）、■定員と申し込み 定員なし、申し込み不要　◎栄養相談＝■日時 １月

13日(金) 午前10時～11時、■内容 離乳食など子どもの栄養相談、■申し込

み 参加希望する人は前日までに電話で申し込み　◎こまを作ってあそぼう＝

■日時 １月18日(水) 午前10時～11時、■定員と申し込み 定員15人、参加

希望する人は電話で申し込み　◎リトミックを楽しもう＝■日時 １月23日

(月) 午前10時～11時、■定員と申し込み 定員15人、参加希望する人は電話

で申し込み　◎ふわふわエアハウスであそぼう＝■日時 １月26日(木)・27日

(金) 各日とも午前10時～11時、■定員と申し込み 各日とも定員15人、参加

希望する人は電話で申し込み　◎おにのお面を作ろう＝■日時 １月31日(火)

午前10時～11時、■内容 節分に向けて「おに」のお面を作ります、■定員と

申し込み 定員15人、参加希望する人は電話で申し込み

※場所はいずれもいちごクラブです。詳しくは、いちごクラブ（1080・

4155・0291＝平日の午前８時30分～午後５時、\ h t t p : / / w w w .

t o y o t s u j i d o u . c o m）へお問い合わせください。

【いちごクラブ概要】■行事等の対象者＝未就園の子どもとその保護者の皆さん、

■所在＝認可保育所・明和ゆたか保育園（大字斎宮3535ー1）２階、■開所日

時＝土・日曜日と祝日・年始を除く平日の午前９時～正午・午後１時～３時

【東日本大震災義援金】
温かいご支援をお願いします
明和町と明和町社会福祉協議会では「東日

本大震災義援金」の募金箱を設置し、皆さんに

支援協力をお願いしています。平成23年３月

14日の募金箱設置以降、これまでに皆さんか

らお寄せいただいた義援金は、平成23年12月

15日現在で合計5,346,650円になりました。お

寄せいただいた義援金は、日本赤十字社を通し

て各被災県で設置される義援金配分委員会に全

額が送金され、被災地の皆さんに届けられます。

ご協力いただきました皆さんに、心からお

礼申し上げます。今後も引き続き募金箱を設置

しますので、皆さんの温かいご支援をお願いし

ます。

■義援金募金箱の設置場所、曜日、時間

①明和町役場庁舎１階玄関ホール＝年始・土曜

日と祝日以外、②明和町社会福祉協議会玄関ホ

ール＝年始、土・日曜日と祝日以外、時間はい

ずれも午前８時30分から午後５時15分まで

■設置期間 ３月30日(金)まで

※税制上の優遇措置等のために、義援金の領収

書等が必要な場合は、直接日本赤十字社等への

振り込みをお願いします。詳しくは、福祉子育

て課（152・7115）へお問い合わせください。

こ
の
ほ
ど
明
和
町
で
は
、
明
和
町
保

健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
明
和
町
立
児
童
セ

ン
タ
ー
、
明
和
ゆ
た
か
保
育
園
（
民
間

の
認
可
保
育
所
）
の
３
施
設
に
A
E
D

（
自
動
体
外
除
細
動
器
）
を
各
１
台
設

置
し
ま
し
た
。

A
E
D
は
、
突
然
心
臓
停
止
状
態

（
心
室
細
動
）
に
陥
っ
た
人
の
状
態
を

機
器
が
自
動
的
に
解
析
し
、
必
要
に
応

じ
て
電
気
的
な
シ
ョ
ッ
ク
（
除
細
動
）

を
与
え
、
心
臓
の
動
き
を
戻
す
こ
と
を

試
み
る
医
療
機
器
で
す
。
動
作
が
自
動

化
さ
れ
て
い
る
た
め
、
機
器
を
扱
う
人

が
医
師
で
あ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
び
の
設
置
を
含
め
、
A
E
D

設
置
済
み
の
町
関
係
公
共
施
設
等
は
次

の
と
お
り
で
す
。

■
な
り
ひ
ら
保
育
所
、
さ
さ
ふ
え
保
育

所
、
み
ど
り
保
育
所
、
明
和
町
役
場
、

総
合
体
育
館
、
明
和
中
学
校
、
大
淀
小

学
校
、
上
御
糸
小
学
校
、
下
御
糸
小
学

校
、
斎
宮
小
学
校
、
明
星
小
学
校
、
修

正
小
学
校
、
担
い
手
セ
ン
タ
ー
、
中
央

公
民
館
、
人
権
セ
ン
タ
ー
、
斎
宮
ふ
れ

あ
い
プ
ラ
ザ
、
明
和
の
里
、
曙
幼
稚
園
、

斎
宮
幼
稚
園
、
旭
ヶ
丘
幼
稚
園
、
双
葉

幼
稚
園
、
消
防
団
第
三
分
団
（
大
淀
）

第
三
部
積
載
車
、
明
和
中
学
校
第
２
グ

ラ
ウ
ン
ド
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
、
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
、
児
童
セ
ン
タ
ー
、
明
和
ゆ

た
か
保
育
園
（
民
間
の
認
可
保
育
所
）

A
E
D
操
作
講
習
会

明
和
町
で
は
、
A
E
D
操
作
講
習
会

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
参
加
の

際
は
、
事
前
の
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

ど
な
た
で
も
参
加
い
た
だ
け
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

■
日
時
と
場
所

①
１
月
７
日
;

午

後
３
時
〜
＝
明
和
町
立
児
童
セ
ン
タ

ー
、
②
１
月
11
日
8

午
前
11
時
〜
＝

明
和
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
③
１
月

16
日
6

午
前
10
時
〜
＝
明
和
ゆ
た
か

保
育
園

※
講
習
時
間
は
各
日
と
も
１
時
間
程
度

で
す
。
申
し
込
み
な
ど
、
詳
し
く
は
福

祉
子
育
て
課
（
1
52
・
７
１
１
５
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

このほど新たに福祉センターへ設置した
AED（自動体外除細動器）

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
児
童
セ
ン
タ
ー
・
明
和
ゆ
た
か
保
育
園
に

A
E
D
（
自
動
体
外
除
細
動
器
）
を

各
１
台
設
置

くらし
広報めいわ １月号

平成24年
(2012年)
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障
が
い
の
あ
る
人
を
は
じ
め
、
家
族
や
支
援
者
の
皆
さ
ん
を
対
象
と

し
た
総
合
相
談
窓
口
「
明
和
町
障
が
い
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、

障
が
い
者
の
皆
さ
ん
の
自
立
と
社
会
参
加
を
目
指
し
、
地
域
で
安
心
し

て
生
活
で
き
る
よ
う
、
専
門
の
相
談
支
援
員
に
よ
る
電
話
・
面
談
相
談

や
訪
問
、
相
談
支
援
等
の
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
セ
ン
タ
ー
の
愛
称
を
「
V
こ
こ
U
」
に
決
定
】

利
用
者
の
皆
さ
ん
で
構
成
す
る
運
営
委
員
会
で
は
、
明
和
町
障
が
い

者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
を
よ
り
皆
さ
ん
に
親
し
ん
で
い
た
だ
け
る
施
設

に
と
、
こ
の
ほ
ど
セ
ン
タ
ー
の
愛
称
を
「
V
こ
こ
U
」
と
決
定
し
ま
し

た
。
こ
の
愛
称
は
「
利
用
者
の
『
個
々
』
に
応
じ
た
支
援
を
み
ん
な
で

一
緒
に
考
え
て
い
こ
う
」
と
い
う
趣
旨
に
よ
る
も
の
で
す
。

【
ご
参
加
く
だ
さ
い
　
こ
こ
サ
ロ
ン
・
こ
こ
ト
ー
ク
】

明
和
町
障
が
い
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
V
こ
こ
U
で
は
、
皆
さ
ん
の

交
流
の
場
「
こ
こ
サ
ロ
ン
」
や
意
見
交
換
会
「
こ
こ
ト
ー
ク
」
を
定
期

的
に
開
催
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ

い
。
内
容
や
参
加
申
し
込
み
等
、
詳
し
く
は
同
セ
ン
タ
ー
V
こ
こ
U
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
支
援
等
内
容
の
ご
案
内
】

■
利
用
対
象

身
体
・
知
的
・
精
神
障
が
い
の
あ
る
人
、
そ
の
家
族
・

支
援
関
係
者
　

■
支
援
等
の
内
容

①
交
流
の
場
「
こ
こ
サ
ロ
ン
」
、
意
見
交
換
会

「
こ
こ
ト
ー
ク
」
の
定
期
的
開
催
、
②
日
常
生
活
全
般
の
相
談
、
③
福

祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
利
用
援
助
（
情
報
提
供
と
申
請
手
続
き
の
支
援
）
、

④
専
門
関
係
機
関
（
病
院
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
特
別
支
援
学
校
等
）
の

紹
介
と
連
携
、
⑤
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
等

■
場
所

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
　
明
和
町
障
が
い
者
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー

■
開
設
日
時

月
〜
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）
、
午
前
８
時
30
分
〜
午

後
５
時
15
分

※
詳
し
く
は
、
明
和
町
障
が
い
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
V
こ
こ
U
（
明

和
町
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
、
1
52
・
７
１
２
７
、
I
52
・
７
１
２
８
、

Nsh
ien
@
to
w
n
.m
eiw
a.m
ie.jp

）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ご利用ください 明和町障がい者生活支援センター VここU 1 52・7127

【
明
和
団
地
・
明
星
の
各
自
治
会
】

自
治
宝
く
じ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
で

屋
外
放
送
設
備
な
ど
を
整
備

くらし
広報めいわ １月号

平成24年
(2012年)

こ
の
ほ
ど
、
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
の
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報

事
業
「
平
成
23
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」
を
活
用
し
、
次
の
２
自
治

会
が
各
種
施
設
等
を
整
備
し
ま
し
た
。
同
事
業
は
、
宝
く
じ
の
普
及
広
報
事

業
の
一
環
と
し
て
、
宝
く
じ
の
収
益
金
を
活
用
し
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
推
進
を
目
的
に
助
成
を
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

明
和
団
地
自
治
会

屋

外

放

送

整

備

明

星

自

治

会

防
災
資
機
材
整
備

明和団地自治会では、アンプやマイ

ク、屋外用スピーカーなど屋外放送

設備を整備しました。

明星自治会では、発電機や投光器、リヤカー、チェーンソー、ポータ

ブルトイレなど防災資機材を整備しました。
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ご利用ください　町民バス　１乗車100円（小学生以上） 
※詳しくは、政策課（152・7112）へお問い合わせください。 

町長日曜座談会 １月22日・２月12日

明和町では、町民の皆さんと町長の直接対話や情

報交換を通して、その声を積極的に町政に取り入れ

ていくため、毎月１回「町長日曜座談会」を実施し

ています。１月と２月の日程等は次のとおりです。

■日時＝①１月22日(日) 午前９時～正午…申込期

限＝１月16日(月) 、②２月12日(日) 午後１時～

４時…申込期限＝２月６日(月) ■場所＝役場庁舎

２階　町長室　■対象＝町内に在住する人、または

町内に在住・在勤する人で構成する各種団体・グル

ープなど　■申し込み＝所定の申込書に必要事項

（希望テーマなど）を記入のうえ、総務課へ提出し

てください。（土曜日と祝日を除く。午前８時30分

～午後５時15分）

※申込者多数の場合は、先着順とさせていただきま

す。詳しくは、総務課（152・7111）へお問い合

わせください。

明
和
町
農
業
委
員
会
で
は
、
農
地
の
担
い
手
へ
利
用
集

積
・
流
動
化
の
促
進
・
遊
休
農
地
の
解
消
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

そ
こ
で
、
次
の
よ
う
な
人
は
、
町
農
業
委
員
会
ま
た
は

農
業
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

①
現
在
耕
作
せ
ず
、
遊
休
化
し
て
い
る
農
地
を
持
っ
て
い

る
人
、
②
だ
れ
か
に
農
地
を
貸
し
た
い
が
相
手
が
見
つ
か

ら
な
い
人
、
③
だ
れ
か
に
農
作
業
の
委
託
を
依
頼
し
た
い

人
、
④
離
農
す
る
人

農
地
の
貸
し
借
り
の
申
出
書
（
農
業
経
営
基
盤
強
化
促

進
事
業
利
用
権
設
定
申
出
書
）
の
提
出
締
め
切
り
日
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

■
３
月
末
公
告
分

１
月
31
日
7
ま
で

※
農
地
に
関
し
て
、
詳
し
く
は
明
和
町
農
業
委
員
会
事
務

局
（
H
52
・
７
１
４
９
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
農
地
の
利
用
集
積
と
流
動
化
促
進
】

農
地
の
貸
し
借
り
な
ど
ご
相
談
を

貸
し
借
り
の
申
出
書
は

１
月
31
日
ま
で
に

農業委員会 【産業課農政係からお知らせ】

農業振興地域農用地区域からの除外申請について
田、畑などの「農用地」に住宅建築などを行うときに、

その土地が「農業振興地域農用地区域」に含まれている

場合は、地目変更を行うための農地転用手続きとは別に、

農用地区域からの除外手続きが必要です。

この除外申請は、緊急的な変更として年に２回（１月

と７月）受け付けていますが、このたび、基礎調査に基

づく農業振興地域の整備に関する計画の全体見直しを行

うため、平成24年１月分は受け付けることができませ

ん。次回の緊急的な変更にかかる除外申請の受け付けは、

平成24年７月を予定しています。

※詳しくは、産業課農政係（152・7118）へお問い合
わせください。

くらし
広報めいわ １月号

平成24年
(2012年)

４
月
１
日
か
ら
「
鏡
」
の
分
別
回
収
方
法
が
変
わ
り
ま
す

廃
蛍
光
管
、
水
銀
式
体
温
計
・
血
圧
計
、
鏡
は
「
廃
蛍
光
管
等
」
で
分
別
回
収

破
砕
不
燃
残
さ
の
減
少
と
水
銀
や
鉛
な
ど
資
源
物
回
収
を
図
る
た

め
、
本
年
４
月
１
日
以
降
、
こ
れ
ま
で
は
「
缶
・
金
属
類
等
」
へ
分

別
い
た
だ
い
て
い
た
「
鏡
」
は
「
廃
蛍
光
管
等
」
へ
の
分
別
に
変
更

と
な
り
ま
す
。
こ
の
変
更
に
よ
っ
て
「
廃
蛍
光
管
等
」
の
回
収
日
に

は
、
廃
蛍
光
管
の
ほ
か
水
銀
式
体
温
計
と
水
銀
式
血
圧
計
に
「
鏡
」

を
加
え
た
計
４
品
目
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
分
別
回
収
対
象
と
な
る
鏡
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
次
の
と

お
り
で
す
。

■
鏡
は
原
則
と
し
て
そ
の
ま
ま
の
状
態
（
枠
や
金
具
が
付
い
た
状
態
、

ま
た
割
れ
た
鏡
も
可
）
で
回
収
し
ま
す
。
■
鏡
の
大
き
さ
は
50
B
×

80
B
未
満
と
し
ま
す
。

※
50
b
×
80
b
以
上
の
大
き
さ
の
鏡
は
「
粗
大
ご
み
」
と
し
ま
す

（
ご
み
集
積
所
に
は
出
せ
ま
せ
ん
）
。
そ
の
ほ
か
、
詳
し
く
は
生
活
環

境
課
環
境
係
（
1
52
・
７
１
１
７
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ごみの回収

生活環境課

平
成
24
年
度
の
「
廃
蛍
光
管
」

の
回
収
日
は
、
５
月
30
日(

水)

と

10
月
31
日(

水)

で
す
。
リ
サ
イ
ク

ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
前
に
、
回
収

日
の
２
週
間
前
か
ら
回
収
か
ご

を
設
置
し
ま
す
の
で
、
廃
蛍
光

管
、
水
銀
式
体
温
計
・
血
圧
計
、

鏡
を
出
し
て
く
だ
さ
い
。
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も
、
確
定
申
告
が
必
要
な
場
合
や
、

確
定
申
告
を
す
る
と
源
泉
徴
収
さ

れ
た
所
得
税
が
還
付
さ
れ
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

▼
確
定
申
告
が
必
要
な
場
合

①
１
年
間
の
給
与
の
収
入
金
額

が
２
０
０
０
万
円
を
超
え
て
い

る
人
、
②
１
カ
所
か
ら
給
与
の

支
払
い
を
受
け
て
い
る
人
で
、

給
与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の

所
得
金
額
（
例
え
ば
、
農
業
や

不
動
産
の
貸
付
に
よ
る
所
得
や

公
的
年
金
の
所
得
な
ど
）
の
合

計
額
が
20
万
円
を
超
え
て
い
る

人
、
③
２
カ
所
以
上
か
ら
給
与

の
支
払
い
を
受
け
て
い
る
人

で
、
年
末
調
整
を
し
な
か
っ
た

方
の
給
与
の
収
入
金
額
と
給
与

所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
所
得

金
額
と
の
合
計
額
が
20
万
円
を

超
え
て
い
る
人
な
ど

▼
確
定
申
告
を
す
る
と
所
得
税

【国税庁ホームページから直接電子申告】国税庁ホームページの「確定

申告書作成コーナー」から直接電子申告できます。

【最高4,000円の税額控除】本人の電子証明書を付して、所得税の確定

申告を「ｅーＴａｘ」で行うと、最高4,000円の税額控除の適用を受け

ることができます。ただし、平成19年分から平成22年分のいずれかの

確定申告でこの適用を受けた人は、税額控除を受けることができません。

【添付書類が提出不要】医療費の領収書や源泉徴収票などは、その提出

に代えて記載内容を入力・送信することによって提出または提示を省略

することができます。ただし、申告期限から３年間は、書類の提出また

は提示を求められることがあります。

【還付金を早期処理】「ｅーＴａｘ」で申告された還付申告は、還付金処

理を早期に行います。

※「ｅーＴａｘ」を利用する場合は、税務署に開始届出書を提出する必

要があります。また、インターネット環境に接続されたパソコンのほか、

電子証明書（住民基本台帳カードなど）やＩＣカードリーダライタなど

が必要となります。詳しくは「ｅーＴａｘ」のホームページ（\

ht tp : //www.e - tax .n ta .go . jp/）をご覧ください。

と
な
る
人
に
は
案
内
と
申
告
書
な

ど
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
指
定
の

日
時
・
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ

い
。
詳
細
な
内
容
は
本
紙
２
月
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◇
　
　
　
　
　
◇

平
成
22
年
分
の
所
得
税
確
定
申

告
を
電
子
申
告
（
e
│
T
a
x
）、

ま
た
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
申

告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
を
利
用
し

書
面
で
申
告
書
を
提
出
い
た
だ
い

た
人
に
は
、
平
成
23
年
分
確
定
申

告
関
係
書
類
が
送
付
さ
れ
ま
せ

ん
。
平
成
23
年
分
確
定
申
告
も
引

き
続
き
、
電
子
申
告
ま
た
は
国
税

庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
申
告
書
等
作
成

コ
ー
ナ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
電
子
申
告
を
利
用
い
た

だ
い
た
人
は
、
予
定
納
税
額
や
納

期
限
等
を
表
示
し
た
お
知
ら
せ
が

「
メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ
ッ
ク
ス
」
に
格

納
し
て
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用

所
得
税
確
定
申
告
の
会
場
は
、

前
年
と
同
じ
く
松
阪
商
工
会
議
所

１
階
大
ホ
ー
ル
（
松
阪
市
若
葉
町

１
６
１
│
２
）
で
す
。

ま
た
、
町
・
県
民
税
（
住
民
税
）

申
告
相
談
と
簡
易
な
所
得
税
確
定

申
告
の
相
談
も
、
例
年
ど
お
り
明

和
町
役
場
研
修
室
な
ど
で
行
い
ま

す
。

※
所
得
税
確
定
申
告
の
う
ち
、
譲

渡
所
得
・
事
業
所
得
・
住
宅
借
入

金
等
特
別
控
除
な
ど
の
相
談
は
、

松
阪
商
工
会
議
所
が
会
場
と
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
明
和
町
役
場
研
修
室
で
行
う

簡
易
な
所
得
税
確
定
申
告
の
相
談

に
つ
い
て
、
詳
細
な
内
容
は
本
紙

２
月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
町
・
県
民
税
（
住
民
税
）
の
申

告
相
談
は
、
本
年
も
各
地
区
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
開

催
し
ま
す
。
従
来
ど
お
り
、
対
象

の
際
に
ご
確
認
を
お
願
い
し
ま

す
。ま

た
、
所
得
税
の
還
付
を
受
け

る
た
め
の
申
告
書
は
、
申
告
受
付

日
以
前
で
も
、
郵
送
な
ど
に
よ
っ

て
所
管
の
税
務
署
へ
提
出
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

確
定
申
告
相
談
の

日
時
指
定
は
行
い
ま
せ
ん

所
得
税
確
定
申
告
の
申
告
相
談

は
、
前
年
と
同
様
に
、
本
年
も
個

別
の
場
所
・
日
時
指
定
は
行
い
ま

せ
ん
。
申
告
相
談
を
ご
利
用
の
際

は
、
期
間
中
、
相
談
内
容
に
応
じ

て
い
ず
れ
か
の
申
告
相
談
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
個
別
の
案
内
ハ
ガ
キ
も

送
付
し
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ

さ
い
。

給
与
所
得
者
の
確
定
申
告

ほ
と
ん
ど
の
給
与
所
得
者
の
人

は
、
年
末
調
整
に
よ
っ
て
そ
の
年

の
所
得
税
の
納
税
が
完
了
し
ま
す

の
で
、
所
得
税
確
定
申
告
を
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
給
与
所
得
者
の
人
で

２
月
16
日
か
ら
３
月
15
日
ま
で

所
得
税
と
町
・
県
民
税(

住
民
税)

の
申
告

松
阪
税
務
署(

1
０
５
９
８
・
52
・
３
０
２
１)

、
明
和
町
税
務
課(

1
52
・
７
１
１
３)

平
成
23
年
分
の
所
得
税
確
定
申
告
と
、
平
成
24
年
度
町
・
県
民
税

（
住
民
税
）
の
申
告
受
付
期
間
は
、
２
月
16
日(

木)

か
ら
３
月
15
日(

木)

ま
で
（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）
で
す
。

所
得
税
確
定
申
告
の
期
間
を
経
過
す
る
と
、
本
来
納
め
る
べ
き
税
金

の
ほ
か
に
、
加
算
税
や
延
滞
税
も
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
期
限
ま
で
に
必
ず
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

所 得 税
確定申告

町・県民税
申告相談

電
子
申
告

ｅ
ー
Ｔ
ａ
ｘ
を
ご
利
用
く
だ
さ
いK

くらし
広報めいわ １月号

平成24年
(2012年)
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ご利用ください　町民バス　１乗車100円（小学生以上） 
※詳しくは、政策課（152・7112）へお問い合わせください。 

が
還
付
さ
れ
る
場
合
（
一
定

の
条
件
が
あ
り
ま
す
）

①
マ
イ
ホ
ー
ム
を
住
宅
ロ
ー
ン

な
ど
で
取
得
し
た
場
合
、
②
多

額
の
医
療
費
を
支
払
っ
た
場

合
、
③
地
震
や
火
災
・
風
水
害

な
ど
の
災
害
に
よ
っ
て
、
住
宅

や
家
財
な
ど
に
損
害
を
受
け
た

場
合
、
④
年
の
中
途
で
退
職
し
、

再
就
職
を
し
て
い
な
い
場
合
な

ど
社
会
保
険
料
の
年
間
納
付

済
額
通
知
を
町
か
ら
各
対

象
者
あ
て
発
送
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
税
・
介
護

保
険
料
・
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
料

毎
年
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日

ま
で
に
お
支
払
い
い
た
だ
い
た
医

療
保
険
料
な
ど
の
社
会
保
険
料

は
、
そ
の
年
の
所
得
税
や
町
・
県

民
税
（
住
民
税
）
の
社
会
保
険
料

控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

明
和
町
で
は
、
明
和
町
の
国
民

健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・
後

期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
年
間
納

付
済
額
通
知
を
１
月
下
旬
に
各
対

象
者
あ
て
に
発
送
し
ま
す
の
で
、

所
得
税
確
定
申
告
や
町
・
県
民
税

（
住
民
税
）
申
告
の
際
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

な
お
、
こ
の
通
知
書
は
確
定
申

告
な
ど
へ
添
付
す
る
義
務
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
申
告
相
談
を
ご
利
用

の
場
合
は
、
申
告
書
作
成
の
資
料

に
な
り
ま
す
の
で
必
ず
ご
持
参
く

だ
さ
い
。

平
成
23
年
分

所
得
税
の
主
な
改
正

課
税
事
業
者
該
当
の
場
合
は

消
費
税
・
地
方
消
費
税
申
告
も

個
人
事
業
者
の
消
費
税
・
地
方

消
費
税
の
確
定
申
告
と
納
税
は
、

４
月
２
日
6
が
期
限
と
な
っ
て
い

ま
す
。

事
業
や
農
業
を
営
ん
で
い
る
人

で
、
平
成
20
年
分
の
収
入
金
額
が

１
０
０
０
万
円
を
超
え
て
い
る
人

は
「
消
費
税
の
課
税
事
業
者
」
に

該
当
す
る
た
め
、
平
成
23
年
分
の

消
費
税
・
地
方
消
費
税
の
確
定
申

告
・
納
税
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

▼
ご
注
意
く
だ
さ
い

帳
簿
の
保
存
が
必
要
で
す

消
費
税
・
地
方
消
費
税
の
確
定

申
告
を
一
般
課
税
で
行
う
場
合
、

仕
入
税
額
控
除
を
行
う
た
め
に

K
くらし
広報めいわ １月号

平成24年
(2012年)

「
ふ
る
さ
と
納

税
制
度
」
と
は
、

ふ
る
さ
と
を
応
援

し
た
い
と
い
う
皆

さ
ん
の
お
気
持
ち

を
「
寄
附
」
を
通

じ
て
実
現
で
き
る

よ
う
、
寄
附
金
税

制
を
拡
充
し
、
寄

附
を
し
や
す
く
し

た
制
度
で
す
。

地
方
公
共
団
体

（
明
和
町
な
ど
）
に
対
す
る
寄
附
金
の
う
ち
、
適
用
下
限
額
を
超
え

る
部
分
に
つ
い
て
、
一
定
の
限
度
額
ま
で
所
得
税
と
個
人
住
民
税
を

合
わ
せ
て
全
額
控
除
さ
れ
ま
す
。

明
和
町
で
生
ま
れ
育
っ
た
人
や
関
わ
り
が
深
い
人
な
ど
、
町
を
応

援
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
れ
ば
、
出
身
地
や
居
住
地
な
ど
に
制

限
は
あ
り
ま
せ
ん
。
多
く
の
人
に
こ
の
制
度
を
ご
活
用
い
た
だ
き
、

町
を
応
援
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
寄
附
の
方
法
な
ど
、
詳
細
内
容
は
明
和
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(

\

h
t
t
p
:/
/
w
w
w
.t
o
w
n
.m
e
iw
a
.m
ie
.jp
/

）
に
も
掲
載
し

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
政
策
課
（
1
52
・
７
１
１
２
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ふ る さ と 納 税 の お 知 ら せ

明和町の花：ノハナショウブ(どんど花)

は
、
そ
の
課
税
期
間
の
課
税
仕
入

れ
な
ど
の
事
実
を
記
録
し
た
帳

簿
・
請
求
書
な
ど
両
方
の
保
存
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

平
成
23
年
分
所
得
税
の
主
な
税

制
改
正
に
伴
う
扶
養
控
除
・
障
害

■改正後の扶養控除(所得税) 

　　区　　　　　　　　　　分　　　控除額 

一般の控除対象扶養親族　※１　　　38万円 

特定扶養親族　※２　　　　　　　　63万円 

　　　　　　　同居老親等以外の人　48万円 

　　　　　　　同居老親等　　　　　58万円 

※１　控除対象扶養親族とは、扶養親族のうち、そ 
　の年の12月31日現在の年齢が16歳以上の人をい 
　います。  
※２　特定扶養親族とは、控除対象扶養親族のう 
　ち、その年の12月31日現在の年齢が19歳以上23 
　歳未満の人をいいます。  
※３　老人扶養親族とは、控除対象扶養親族のう 
　ち、その年の12月31日現在の年齢が70歳以上の 
　人をいいます。 

老人扶養親族 
※３ 

■改正後の障害者控除額(所得税) 

　　区　　　　　　　　　　　分　　　控除額 

　　　　　　　　　一般の障害者　　　27万円 

　　　　　　　　　特別障害者　　  40万円 

　　　　　　　　　一般の障害者　　　27万円 

　　　　　　　　　　　　　同居以外　40万円 

　　　　　　　　　　　　　同　　居　75万円 

障害者である 
扶養親族また 
は控除対象配 
偶者がいる場合 

本人が障害者 
の場合 

※16歳未満の年少扶養者が障害者控除に該当する 
　場合、障害者控除の適用を受けられます。 

特別障害者 

者
控
除
の
内
容
（
改
正
後
）
は
、

左
上
の
表
の
と
お
り
で
す
。

※
所
得
税
確
定
申
告
等
に
つ
い

て
、
詳
し
く
は
松
阪
税
務
署
（
H

０
５
９
８
・
52
・
３
０
２
１
、
自

動
音
声
案
内
後
「
２
」
を
選
択
）、

ま
た
は
明
和
町
税
務
課
（
H
52
・

７
１
１
３
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
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普
通
救
命
講
習
会
の

受
講
者
募
集

【

明

和

消

防

署

】

松
阪
地
区
広
域
消
防
組
合
明
和

消
防
署
で
は
、
家
族
や
同
僚
な
ど

が
倒
れ
た
と
き
、
あ
な
た
に
で
き

る
応
急
手
当
の
講
習
会
（
普
通
救

命
講
習
会
）
を
次
の
と
お
り
開
催

し
ま
す
。

■
日
時

１
月
29
日
5

午
前
９

時
〜
正
午

■
場
所

明
和
町
中
央
公
民
館
２

階
中
会
議
室

■
講
習
内
容

①
応
急
手
当

の
重
要
性
、

②
救
命
に
必

要
な
応
急
手

当
、
心
肺
蘇

生
法
（
胸
骨
圧
迫
・
人
工
呼
吸
）
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
使
用
法

■
受
講
料

無
料

■
募
集
人
員

30
人

■
募
集
期
間

１
月
10
日
7
〜
25

日
8
（
定
員
に
な
り
次
第
募
集
を

締
め
切
り
ま
す
）

■
申
込
方
法

明
和
消
防
署
、
消

防
本
部
ま
た
は
最
寄
の
消
防
署
・

分
署
で
受
講
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
し
て
提
出
。
ま
た
、
松
阪

地
区
広
域
消
防
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
検
索
キ
ー
ワ
ー
ド
「
松
阪

消
防
」、
\h

ttp
://w

w
w
.m
ie-

m
a
ts
u
s
a
k
a
1
1
9
.jp
/

）

か
ら
も
申
し
込
み
が
で
き
ま
す
。

※
受
講
修
了
者
に
は
、
普
通
救
命

講
習
修
了
証
を
交
付
し
ま
す
。

※
そ
の
ほ
か
、
詳
し
く
は
松
阪
地

区
広
域
消
防
組
合
　
明
和
消
防
署

（
1
52
・
５
６
０
０
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

松阪地区合同の防災図上訓練を実施

11月26日、第２回松阪地

方災害対策部防災運営図上訓

練が、明和町役場などを会場

に実施されました。

この訓練は、東海・東南

海・南海地震の同時発生によ

る津波浸水や地震被害などさ

まざまな状況を想定した松阪

地区の広域合同訓練で、情報

収集や捜索・救助活動の要請

など応急対策の検証や職員の

防災対応力の向上を目的としています。

明和町役場での訓練には、町職員約30人が参加。三重県防災危機管理部防

災対策室・地震対策室専門員の指導の下、対策本部を情報収集や対策決定・

指示を行う総務班、実際に指示事項を処理する事案処理班の２班に班分けし、

三重県と連携しながら訓練を行いました。

貴
重
な
文
化
財
を

火
災
か
ら
守
ろ
う
！

【
１
月
26
日
は
文
化
財
防
火
デ
ー
】

毎
年
１
月
26
日
は
「
文
化
財
防

火
デ
ー
」
で
す
。
貴
重
な
文
化
財

を
火
災
や
地
震
な
ど
の
災
害
か
ら

守
る
と
と
も
に
、
文
化
財
愛
護
の

意
識
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

全
国
一
斉
に
展
開
さ
れ
、
本
年
で

第
58
回
目
を
迎
え
ま
す
。

明
和
町
に
も
、
国
史
跡
斎
宮
跡

な
ど
数
多
く
の
文
化
財
が
登
録
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
貴
重
な

文
化
財
を
火
災
や
災
害
か
ら
守
る

た
め
、
日
ご
ろ
か
ら
防
火
訓
練
や

防
災
対
策
に
努
め
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

◇
　
　
　
　
　
◇

※
防
火
訓
練
や
災
害
対
策
に
つ
い

て
、
詳
し
く
は
松
阪
地
区
広
域
消

防
組
合
本
部
予
防
課
（
1
０
５
９

各 小 学 校 区
人権講演会のご案内
明和中学校区人権ネットワーク委

員会では、各小学校区の人権講演会

を次のとおり開催します。校区児

童・生徒や園児等の保護者の皆さん

に限らず、どなたでも参加できます。

また、事前の参加申し込みも不要で

す。皆さん、どうぞお気軽にご参加

ください。

【１月19日・上御糸小学校】

■日時 １月19日(木) 午後２時～

３時30分

■場所 上御糸小学校体育館

■演題 夢をあきらめない

■講師 松浦信男さん（万協製薬株

式会社代表取締役社長）

■問い合わせ先 上御糸小学校

（155・2201）

※上御糸小学校開催分のみ事前の参

加申し込みが必要です。直接または

電話で上御糸小学校へ申し込んでく

ださい。

【１月27日・斎宮小学校】

■日時 １月27日(金) 午前10時30

分～正午　

■場所 斎宮小学校西音楽室

■演題 子どもたちの自尊感情を高

めるために～私ＯＫあなたＯＫか

らはじめよう～

■講師 李　福美さん（八尾市人権

協会）

■問い合わせ先 斎宮小学校

（152・5026）

【２月４日・大淀小学校】

■日時 ２月４日(土) 午後２時～

４時

■場所 大淀小学校体育館

■演題 螺旋(らせん)～人は必ず成

長する～

■講師 ＲＡＭＯさん（自閉症の息

子２人を持つ父親とその息子・楽

(ら)守(も)の音楽ユニット）

■問い合わせ先 大淀小学校

（155・2160）

８
・
25
・
１
４
１
２
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

くらし
広報めいわ １月号

平成24年
(2012年)

防災図上訓練の様子



15

ご利用ください　町民バス　１乗車100円（小学生以上） 
※詳しくは、政策課（152・7112）へお問い合わせください。 

人権センター＝1 ・I 5 5 - 3 0 5 2

教育課＝1 52 - 7 1 2 3、I 52 - 7 1 3 3

ひと・まち・
ふれあい企画

人権センター

楽
し
い
手
作
り
教
室
の
参
加
者
を
募
集

【
皆
さ
ん

お
気
軽
に
ご
参
加
を
】

人
権
セ
ン
タ
ー
で
は
、
楽
し
い

手
作
り
教
室
の
参
加
者
を
次
の
と

お
り
募
集
し
ま
す
。
皆
さ
ん
、
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

我
が
家
の
あ
ら
れ
を
作
ろ
う
！

昔
懐
か
し
い
「
あ
ら
れ
」
を
作

り
ま
す
。

■
日
時

１
月
24
日
7

午
前
の

部
＝
午
前
９
時
30
分
〜
正
午
、
午

後
の
部
＝
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

■
定
員

午
前
・
午
後
の
部
と
も

各
30
人
（
先
着
順
）

■
講
師

西
村
敬
子
さ
ん
、
橋
本

佳
子
さ
ん
、
早
川
友
子
さ
ん
、
山

口
み
ち
さ
ん

■
参
加
費

６
０
０
円

■
持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

ふ
き
ん
、
タ
オ
ル

■
申
込
期
間

１
月
10
日
7
〜
13

日
:

※
午
前
・
午
後
の
部
の
各
申
し
込

み
人
数
が
30
人
に
満
た
な
い
場
合

は
、
午
前
の
部
の
み
の
開
催
と
し

ま
す
。

洋
風
太
巻
き
寿
司
を
作
ろ
う
！

い
ろ
い
ろ
な
具
材
を
使
っ
て
、

相
可
高
校
食
物
調
理
ク
ラ
ブ
直
伝

の
「
洋
風
太
巻
き
寿
司
」
を
作
り

ま
す
。
参
加
者
お
１
人
に
つ
き
、

巻
き
寿
司
２
本
程
度
を
お
持
ち
帰

り
い
た
だ
き
ま
す
。

■
日
時

１
月
28
日
;

①
午
前

９
時
〜
11
時
、
②
午
前
11
時
〜
午

後
１
時

■
定
員

①
、
②
と
も
各
18
人

（
先
着
順
）

■
講
師

県
立
相
可
高
校
食
物
調

理
科
教
諭
　
村
林
新
吾
さ
ん
と
同

校
食
物
調
理
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん

■
参
加
費

１
５

０
０
円

■
持
ち
物

エ
プ

ロ
ン
、
三
角
巾
、

ふ
き
ん

■
申
込
期
間

１
月
17
日
7
〜
20

日
:シ

ュ
ガ
ー
ク
ラ
フ
ト
で

ひ
な
飾
り
を
作
ろ
う
！

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
と
き

に
、
取
り
残
さ
れ
た
人
が
飢
え
を

し
の
い
で
食
し
た
と
い
う
、
英
国

の
砂
糖
菓
子
・
シ
ュ
ガ
ー
ク
ラ
フ

ト
で
「
ひ
な
飾
り
」
を
作
り
ま
す
。

■
日
時

２
月
２
日
9

午
前
９

時
30
分
〜
正
午

■
定
員

30
人
（
先
着
順
）

■
講
師

シ
ュ
ガ
ー
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
　
近
田
清
美
さ
ん

■
参
加
費

１
５
０
０
円

■
持
ち
物

タ
オ
ル
、
エ
プ
ロ
ン

■
申
込
期
間

１
月
18
日
8
〜
20

日
:バ

レ
ン
タ
イ
ン
の

お
菓
子
を
作
ろ
う
！

「
バ
レ
ン
タ
イ
ン
の
お
菓
子
」

を
作
り
ま
す
。
今
年
の
バ
レ
ン
タ

イ
ン
は
、
手
作
り
お
菓
子
を
贈
っ

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

■
日
時

２
月
４
日
;

午
前
の

部
＝
午
前
９
時
30
分
〜
正
午
、
午

後
の
部
＝
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

■
定
員

午
前
・
午
後
の
部
と
も

各
12
人
（
先
着
順
）

■
講
師

瀧
川
陽
子
さ
ん

■
参
加
費

１
５
０
０
円

■
持
ち
物

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

ふ
き
ん

■
申
込
期
間

１
月
18
日
8
〜
20

日
:

伊
勢
型
紙
で
春
を
飾
ろ
う
！

ひ
な
飾
り
や
春
の
花
な
ど
、
数

種
類
の
原
画
か
ら
好
き
な
も
の
を

選
ん
で
「
伊
勢
型
紙
の
ミ
ニ
色
紙
」

を
作
り
ま
す
。

■
日
時

２
月
３
日
:

午
前
９

時
30
分
〜
正
午

■
定
員

18
人
（
先
着
順
）

■
講
師

山
中
師
之
さ
ん

■
参
加
費

５
０
０
円

■
持
ち
物

新
聞
紙

■
申
込
期
間

１
月
31
日
7
〜
２

月
２
日
9

春
の
寄
せ
植
え
を
作
ろ
う
！

季
節
を
先
取
り
し
て
「
春
の
寄

せ
植
え
」
を
作
り
ま
す
。

■
日
時

２
月
６
日
6

午
前
９

時
30
分
〜
正
午

■
定
員

20
人
（
先
着
順
）

■
講
師

天
野
ち
あ
き
さ
ん

■
参
加
費

１
５
０
０
円

■
持
ち
物

園
芸
用
ス
コ
ッ
プ
、

ゴ
ム
手
袋
、
45
リ
ッ
ト
ル
の
ゴ
ミ

袋
、
新
聞
紙
、
万
能
バ
サ
ミ
、
エ

プ
ロ
ン

■
申
込
期
間

１
月
10
日
7
〜
13

日
:

◇
　
　
　
　
　
◇

※
各
教
室
の
開
催
場
所
は
人
権
セ

ン
タ
ー
で
、
参
加
対
象
者
は
町
内

に
在
住
す
る
20
歳
以
上
の
人
で

す
。
参
加
申
し
込
み
は
、
各
教
室

の
申
込
期
間
中
、
各
日
と
も
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
に
直
接
、
電
話

ま
た
は
フ
ァ
ク
ス
で
人
権
セ
ン
タ

ー
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
１

人
の
申
し
込
み
に
つ
き
１
人
分
の

参
加
を
受
け
付
け
ま
す
。
詳
し
く

は
、
人
権
セ
ン
タ
ー
（
1
・
I

と

も
に
55
・
３
０
５
２
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

シュガークラフトの作品例

明和町人権センター

くらし
広報めいわ １月号

平成24年
(2012年)



16

お知らせ
広報めいわ　　 １月号

平成24年
(2012年)

※ＰＨ（水素イオン濃度＝水の酸性、アルカリ性の程度を示し、７前後

が標準河川水）、ＢＯＤ（生物化学的酸素要求量＝水中の有機物が微生

物の働きによって分解されるときに消費される酸素量で、河川の汚濁

を測る代表的な指標）、ＳＳ（浮遊物質量＝水中に浮遊している微細な

固型物の量）、ＤＯ（溶存酸素＝水中に溶解している酸素量で、汚濁が

著しい河川では通常低い値を示し、魚類が生存できなくなる） 

三
河
川
の
水
質 

ＢＯＤ 

8.0

7.2

7.2

3.2

8.0

4.0

7.1

7.4

6.5

採水日（平成23年11月２日） 

祓　川（下御糸橋） 1.0

0.7

2.3

笹笛川（八木戸橋） 

大堀川（大堀川橋） 

河川名 
ＰＨ ＳＳ ＤＯ 

項　　　目 

参考：B類型（笹笛川） 
の環境基準値 

6.5以上 

8.5以下 
3.0以下 25.0以下 5.0以上 

 

0（  ー1） 

0（　  0） 

0（　  0） 

0（  　0） 0（  ー2） 

25（  ー3） 4（　  0） 

21（  　0） 

■町内の治安情勢（平成23年10月１日～31日、概数） 

手　　口 件数（前月比） 手　　口 件数（前月比） 

空き巣狙い 

忍び込み 

ひったくり 

車上狙い 

強制わいせつ 

路上強盗 

そのほか 

合　　計 

平成23年10月 
(概       数)

前 年 比 

交通事故総件数 

人身事故件数 

負傷者数 

死 者 数 

物損事故件数 

61件 

11件 

14人 

0人 

50件 

536件 

86件 

102人 

1人 

450件 

5件 

ー23件 

ー43人 

ー1人 

28件 

■町内の交通事故発生状況（平成23年11月14日現在） 

平成23年１月 
からの累計 

■最大震度別地震回数（平成23年11月１日～30日） 

震　度 

全　国 

明和町 

１ ２ ３ ４ ５弱 ５強 ６弱 ６強 ７ 合計 

※役場に設置の計測震度計による。 

 ※ 

232 88 28 6 2 1 0 0 0 357

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

１
月
14
日

明
和
の
里
で

介
護
者
の
会
を
開
催

明
和
町
介
護
者
の
会
で
は
、
日

ご
ろ
の
介
護
の
経
験
や
感
じ
て
い

る
こ
と
、
ま
た
介
護
を
受
け
る
側

の
思
い
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場

で
フ
リ
ー
ト
ー
ク
を
し
て
い
た
だ

く
「
介
護
者
の
会
」
を
次
の
と
お

り
開
催
し
ま
す
。

参
加
申
し
込
み
や
費
用
は
一
切

不
要
で
す
。
ほ
っ
と
ひ
と
息
、
そ

ん
な
時
間
を
過
ご
し
て
い
た
だ
け

た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
、

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
日
時

１
月
14
日
;

午
前
10

時
〜

■
場
所

明
和
の
里

■
対
象

介
護
を
し
て
い
る
人
、

介
護
を
受
け
て
い
る
人

※
詳
し
く
は
、
明
和
町
社
会
福
祉

協
議
会
（
1
52
・
７
０
５
６
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

11月中の
主な増減

総人口：23,198人 出生：10人

男：11,173人 死亡：15人

女：12,025人 転入：31人

世帯数：8,091世帯 転出：43人

12月の人口

人 の う ご き

１
月
29
日
に

伊
勢
で

新
春
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

明
和
町
と
明
和
町
楽
し
く
歩
こ

う
会
で
は
「
新
春
健
康
ウ
ォ
ー
キ

ン
グ
（
伊
勢
市
内
）
」
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
、
ど
な

た
で
も
ご
参
加
い
た
だ
け
ま
す
。

皆
さ
ん
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

■
日
時

１
月
29
日
5

集
合
＝

午
前
８
時
30
分

■
集
合
場
所

伊
勢
市
内
　
伊
勢

神
宮
外
宮
裏
参
道
火
除
け
橋
前

■
コ
ー
ス

伊
勢
神
宮
外
宮
か
ら

徴
古
館
、
月
読
宮
、
猿
田
彦
神
社
、

内
宮
宇
治
橋
ま
で
の
コ
ー
ス
、
約

６
キ
ロ

■
持
ち
物

タ
オ
ル
、
飲
み
物
等

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
必
要
な
物

■
参
加
申
し
込
み

１
月
26
日
9

ま
で
に
電
話
で
長
寿
健
康
課
（
1

52
・
７
１
１
６
）
へ
申
し
込
み

※
詳
し
く
は
、
長
寿
健
康
課
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

東
日
本
大
震
災
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

コ
ン
サ
ー
ト
の
お
知
ら
せ

野
の
花
の
会
で
は
、
東
日
本
大

震
災
被
災
地
支
援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

「『
復
活
の
笛
コ
カ
リ
ナ
』
と
う
た

で
つ
む
ぐ
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

※
コ
カ
リ
ナ
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
生

ま
れ
の
小
さ
な
木
の
笛
で
す
。

■
日
時

２
月
４
日
;

午
後
１

時
30
分
開
場
、
午
後
２
時
開
演

■
場
所
　
斎
宮
歴
史
博
物
館
講
堂

■
内
容
等

黒
坂
黒
太
郎
さ
ん
の

コ
カ
リ
ナ
演
奏
、
矢
口
周
美
さ
ん

の
歌
と
オ
ー
ト
ハ
ー
プ
演
奏
、
明

和
町
ほ
か
後
援

■
入
場
料

１
８
０
０
円
（
小
学

生
以
上
、
乳
幼
児
の
入
場
は
ご
遠

慮
く
だ
さ
い
）

※
チ
ケ
ッ
ト
販
売
等
、
詳
し
く
は

め
い
わ
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
（
野
の
花
の
会
、
1
52
・
７

１
２
９
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

竹
茗
舎
開
館
２
周
年
記
念

特
別
展
を
開
催
中

竹
茗
舎
（
ち
く
め
い
し
ゃ
、
渡

邉
幸
宏
館
長
）
は
、
斎
宮
の
牛
葉

公
民
館
横
の
ま
ち
か
ど
博
物
館
・

竹
茗
舎
を
活
動
拠
点
に
、
竹
細
工

や
工
芸
品
の
常
設
展
示
、
各
種
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
地
域
の
ま
ち

づ
く
り
団
体
で
す
。

竹
茗
舎
で
は
、
開
館
２
周
年
記

念
特
別
展
（
竹
細
工
、
工
芸
品
、

竹
画
、
写
真
、
俳
句
、
川
柳
な
ど

募
集
作
品
展
示
）
を
次
の
と
お
り

開
催
し
て
い
ま
す
。

■
日
時

１
月
５
日
9

・
10
日

7
、
各
日
と
も
午
前
10
時
〜
午
後

３
時

※
前
記
以
外
日
時
で
の
観
覧
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
竹
茗
舎
の
渡

邉
館
長
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
場
所

ま
ち
か
ど
博
物
館
・
竹

茗
舎
（
斎
宮
の
牛
葉
公
民
館
横
）

※
特
別
展
期
間
中
は
、
竹
茗
舎
２

階
の
展
示
も
併
せ
て
無
料
で
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。
詳
し
く
は
、
竹

茗
舎
の
渡
邉
館
長
（
1
52
・
５
１

７
７
）
ま
た
は
明
和
町
政
策
課

（
1
52
・
７
１
１
２
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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ご利用ください　町民バス　１乗車100円（小学生以上） 
※詳しくは、政策課（152・7112）へお問い合わせください。 

【
１
月
の
町
税
・
保
険
料
納
期
】

１
月
の
町
税
・
保
険
料
納
付
は
次
の
と
お
り
で
す
（
年
金
天
引
き
を
除

く
）。

■
町
県
民
税
＝
第
４
期
分
、
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
＝
各
第
10

期
分
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
＝
第
７
期
分

■
納
期
限
＝
１
月
31
日(

火)

※
口
座
振
替
の
場
合
は
、
１
月
27
日(

金)

に
振
替
し
ま
す
。

【
夜
間
・
日
曜
納
税
窓
口
】

◎
平
日
夜
間
納
付
・
相
談
窓
口

■
日
時

１
月
10
日(

火)

、
１
月
25
日(

水)

、
各
日
と
も
午
後
５
時
15
分

〜
８
時
30
分
　
■
場
所
と
内
容

収
税
対
策
室
、
町
税
・
保
険
料
の
納

付
・
相
談

◎
日
曜
納
税
窓
口

■
日
時

１
月
８
日
・
15
日
・
22
日
・
29
日
（
各
日
曜
日
）、
各
日
と
も

午
前
８
時
30
分
〜
正
午
・
午
後
１
時
〜
５
時
15
分
　
■
場
所
と
内
容

会

計
課
、
町
税
・
保
険
料
の
納
付

※
町
税
・
保
険
料
納
付
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
収
税
対
策
室
（
1
52
・
７

１
４
３
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

多
重
債
務
問
題
と

成
年
後
見
無
料
相
談
会

【
三
重
県
司
法
書
士
会
松
阪
支
部
】

三
重
県
司
法
書
士
会
松
阪
支
部

で
は
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
等
の
多
重
債

務
問
題
や
成
年
後
見
に
つ
い
て
、

司
法
書
士
に
よ
る
無
料
相
談
会
を

次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

■
日
時

１
月
19
日
9

午
後
６

時
〜
８
時
（
午
後
７
時
30
分
ま
で

に
来
場
く
だ
さ
い
）

■
場
所

松
阪
市
本
町
２
１
７
６

松
阪
市
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
２
階

情
報
資
料
室

◇
　
　
　
　
　
◇

※
詳
し
く
は
、
三
重
県
司
法
書
士

会
松
阪
支
部
連
絡
事
務
局
・
鈴
木

久
志
司
法
書
士
（
1
０
５
９
８
・

23
・
４
６
３
８
）
、
ま
た
は
竹
田

豊
司
法
書
士
（
1
０
５
９
８
・

20
・
０
３
３
８
）
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

第30回斎王まつり(６月２日・３日) 斎王役ほか 出演者を募集しています

【斎王まつり実行委員会】
斎王まつり実行委員会では、第30回斎王まつり（６月２日(土)・３日(日)、斎宮歴史博物館・上園芝生ひろば）の出演者を

次のとおり募集しています。

■募集役柄の応募要件・人数 ①斎王役ほか＝18歳以上の未婚の女性・20人、②近衛使役ほか＝18歳以上の男性と女性・20

人、③舞人役＝中学生以上の男性と女性・15人、④子ども斎王役ほか＝小学校３～６年生の男子と女子・50人

※各役柄の年齢・学年等要件は、平成24年度時点によるものです。なお、住所要件はありません。そのほか、募集役柄の詳

細については、斎王まつり実行委員会ホームページ（\h t t p : / / s a i o h . j p）をご覧ください。

■応募方法 所定の応募用紙（斎王まつり実行委員会ホームページから印刷できます）に

必要事項を記入して、直接または郵送で斎王まつり実行委員会（〒515ー0321、明和町

大字斎宮2811、水・土・日曜日と年始・祝日を除く午前９時～午後４時）へ提出

■募集期間 ２月10日(金)まで（郵送の場合は締切当日消印有効）

■個人情報の取り扱い 応募用紙記載の個人情報・写真は、必要に応じて事業運営、各種

連絡、情報提供に利用することがあります。

まつりの企画・運営に参画しませんか 実行委員を募集
斎王まつり実行委員会では、まつりの企画・運営等に参画いただく実行委員を次のとおり募集しています。

■対象 性別・年齢・住所等一切問いません。

■実行委員会 実行委員会では次の各班に分かれて、まつりの企画・運営を行っています。

①総務・財務班＝のぼり立て、斎王市の実施ほか、②会場班＝出演者着付け会場の管理ほか、③着付け班＝出演者着付け

と準備ほか、④実施班＝まつり全般の実施ほか、⑤広報班＝ポスター・パンフレット作成、町内外への広報・宣伝ほか

※詳しくは、斎王まつり実行委員会のホームページ（\h t t p : / / s a i o h . j p）をご覧ください。

■募集期間 随時募集しています。

■申し込み 住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話番号等を斎王まつり実行委員会（明和町大字斎宮2811、水・土・日曜日と

年始・祝日を除く午前９時～午後４時、152・0054、I52・7274、Ni n f o s a i o h@ y a h o o . c o . j p）へ直接、電話、フ

ァクスまたは電子メールで連絡してください。

※斎王まつり出演者募集・実行委員募集について、詳しくは斎王まつり実行委員会へお問い合わせください。

お知らせ
広報めいわ　　 １月号

平成24年
(2012年)
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■日時と内容 ①１月４日(水) 午前９時30分～正午＝行

政相談・心配ごと相談、②１月16日(月) 午後１時30分

～４時＝心配ごと相談、③２月６日(月) 午前９時30分

～正午＝行政相談・心配ごと相談、④２月20日(月) 午

後１時30分～４時＝心配ごと相談

■場所 明和町保健福祉センター

※詳しくは、明和町社会福祉協議会（152・7056）へお
問い合わせください。

１月と２月の行政相談・心配ごと相談
明和町では、消費生活相談員による消費生活相談（消

費生活に関する苦情やトラブル等）の窓口を次のとおり

開設します。皆さん、お気軽にご利用ください。

■日時 ①１月10日(火)、②２月14日(火) 時間は、各

日とも午前10時～正午・午後１時～３時

■場所 明和町保健福祉センター

※詳しくは、産業課企業誘致商工観光係（152・7138）
へお問い合わせください。

１月と２月の「消費生活相談」窓口の開設

料
理
教
室
の
参
加
者
募
集

食
生
活
改
善
推
進
連
絡
協
議
会

明
和
町
食
生
活
推
進
連
絡
協
議

会
（
明
星
地
区
）
で
は
、
料
理
教

室
の
参
加
者
を
次
の
と
お
り
募
集

し
て
い
ま
す
。

■
日
時
　
１
月
23
日
6

午
前
９

時
30
分
〜
正
午

■
場
所

明
星
会
館
（
明
星
地
区

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
）

■
対
象

町
内
在
住
ま
た
は
在
勤

で
、
料
理
に
興
味
が
あ
る
人

■
テ
ー
マ

伝
統
料
理

■
参
加
費
と
持
ち
物

５
０
０
円

程
度
（
材
料
代
）
、
エ
プ
ロ
ン
・

三
角
巾
等

■
申
込
期
限

１
月
18
日
8

■
参
加
申
込
先
　
①
三
田
洋
子
さ

ん
（
H
52
・
０
０
４
４
）
、
②
坂

根
美
和
子
さ
ん
（
H
52
・
１
６
４

０
）

※
詳
し
く
は
、
前
記
申
込
先
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
を
は
じ
め
、
各
種
保

険
医
療
制
度
は
加
入
者
の
皆
さ
ん
の
保
険
料
負
担
に
よ
っ
て
費
用

を
出
し
て
い
ま
す
。
年
々
増
加
傾
向
に
あ
る
医
療
費
を
抑
制
し
、

か
つ
有
効
に
使
う
た
め
に
、
日
ご
ろ
か
ら
の
健
康
づ
く
り
や
適
正

な
医
療
機
関
受
診
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

■
上
手
な
医
療
機
関
の
か
か
り
方

①
医
師
の
指
示
を
守
り
ま
し

ょ
う
。
②
重
複
受
診
や
ハ
シ
ゴ
受
診
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
③
定
期

的
に
健
康
診
断
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
④
家
庭
医
を
も
ち
ま
し
ょ
う
。

■
保
健
師
の
訪
問
・
健
康
相
談

明
和
町
で
は
、
健
康
や
病
気
、

生
活
習
慣
に
関
す
る
お
困
り
ご
と
な
ど
に
つ
い
て
、
健
康
相
談
を

行
っ
た
り
、
必
要
に
応
じ
て
各
ご
家
庭
の
訪
問
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

※
保
健
師
の
健
康
相
談
や
訪
問
な
ど
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は
長
寿

健
康
課
健
康
推
進
係
（
1
52
・
７
１
１
６
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

お知らせ
広報めいわ　　 １月号

平成24年
(2012年)

日ごろからの健康づくりと適正な医療機関受診を 乳
幼
児
の
健
診
な
ど

場
所
は

い
ず
れ
も

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
す

【
パ
パ
マ
マ
教
室
（
産
前
教
室
）】

■
日
・
対
象
者

１
月
27
日
:
＝

妊
娠
後
期
（
８
カ
月
以
降
）
の
女

性
と
そ
の
家
族

■
内
容

妊
娠
中
の
健
康
づ
く
り

に
つ
い
て
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
ヨ
ガ

■
受
付
時
間

午
前
９
時
50
分
ま
で

■
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳

■
服
装

運
動
し
や
す
い
服
装

■
申
し
込
み

開
催
日
の
前
日
ま

で
に
福
祉
子
育
て
課
へ
申
し
込
み

【
す
こ
や
か
赤
ち
ゃ
ん
教
室
】

■
日
・
対
象
者

１
月
27
日
:

、

平
成
23
年
８
月
〜
11
月
出
生
児

■
受
付
時
間

午
前
９
時
50
分
ま
で

■
内
容

ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
や

赤
ち
ゃ
ん
の
遊
ば
せ
方
な
ど

■
講
師

チ
ャ
イ
ル
ド
ボ
デ
ィ
ワ

ー
ク
セ
ラ
ピ
ス
ト
・
助
産
師
　
中

村
幸
美
さ
ん

■
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
バ

ス
タ
オ
ル
１
枚

■
申
し
込
み

開
催
日
の
前
日
ま

で
に
福
祉
子
育
て
課
へ
申
し
込
み

【
イ
ク
メ
ン
教
室
】

イ
ク
メ
ン
教
室
は
「
育
児
を
す

る
男
性
の
た
め
の
教
室
」
で
す
。

■
日
・
対
象
者

１
月
15
日
5
＝

１
歳
〜
１
歳
半
の
子
ど
も
と
そ
の

家
族
（
男
性
）

■
内
容

子
ど
も
の
成
長
と
遊
ば

せ
方

■
受
付
時
間

午
前
９
時
45
分
〜

10
時

■
申
し
込
み

開
催
日
の
前
日
ま

で
に
福
祉
子
育
て
課
へ
申
し
込
み

【
２
歳
半
の
き
ょ
う
し
つ
】

■
日
・
対
象
児

１
月
17
日
7
＝

平
成
21
年
６
月
生
ま
れ

■
受
付
時
間

午
前
９
時
30
分
ま

で■
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
発

達
調
査
票

【
１
歳
半
健
診
】

■
日
・
対
象
児

１
月
13
日
:
＝

平
成
22
年
６
月
生
ま
れ

■
受
付
時
間

午
後
１
時
10
分
〜

１
時
30
分

■
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳
、
健

康
診
査
票

【
３
歳
児
健
診
】

■
日
・
対
象
児

１
月
20
日
:
＝

平
成
20
年
６
月
生
ま
れ

■
受
付
時
間

午
後
１
時
10
分
〜

１
時
30
分

■
持
ち
物
　
母
子
健
康
手
帳
、
健

康
診
査
票
、
検
尿

【
育
児
相
談
】

■
日
・
対
象
児

１
月
18
日
8

、

乳
幼
児
で
月
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

■
受
付
時
間

①
午
前
９
時
30
分

〜
10
時
30
分
、
②
午
後
１
時
30
分

〜
２
時
30
分

■
持
ち
物

母
子
健
康
手
帳

■
申
し
込
み

開
催
日
の
前
日
ま

で
に
福
祉
子
育
て
課
へ
申
し
込
み

◇
　
　
　
　
　
◇

※
場
所
は
、
い
ず
れ
も
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
す
。
そ
の
ほ
か
、
詳

し
く
は
福
祉
子
育
て
課
（
1
52
・

７
１
１
５
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
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ご利用ください　町民バス　１乗車100円（小学生以上） 
※詳しくは、政策課（152・7112）へお問い合わせください。 

●展示 いつきのみやの冬「追儺(ついな)と正月」
を開催しています【９日まで】
館内を凧(たこ)や注連縄

(しめなわ)で飾り、宮中の

大晦日の行事「追儺(つい

な)」と正月の年中行事を

パネル等で紹介していま

す。展示のほか、平安遊び

のスタンプラリーをはじ

め、ペーパークラフトで作

り好きな色を塗る昔のおもちゃ「ぶりぶり」作り、こま

回し、かるたなどのお正月遊びの体験もできます。

また、１月４日(水)～９日(月、成人の日)に来館の皆さ

んには、抽選で平成24年歌会始(うたかいはじめ)のお題

「岸」のお香が当たります(90人)。皆さん、ぜひご来館く

ださい。

●平安装束の試着体験【要予約】
十二単(ひとえ)など平安

装束を試着してみませんか。

お友達やカップル、親子な

どの皆さんのご予約をお待

ちしています。

■日時 １日２回　①午前10

時30分～、②午後２時～

■参加費 ①大人用装束

十二単、直衣(のうし)＝各

2,500円、②子ども用装束

細長(ほそなが)、汗衫(かざ

み)、水干(すいかん)＝各1,000円

■定員 各時間１組２人まで

■その他 家族試着デー（毎月第３日曜日、各時間１組

４人まで）もあります。

※年始は１月４日(水)から開館します。各催しの参加申

し込み等、詳しくはいつきのみや歴史体験館（152・

3890）へお問い合わせください。

いつきのみや歴史体験館からお知らせ
●読み聞かせ
ふるさと会館では、子どもたちを対象とした「読み聞

かせ」を次のとおり行います。

【おはなし小槌(こづち)の読み聞かせ】

■日時と場所 １月22日(日)

午後２時～、１階児童室

■内容 絵本「ふゆはふわふ

わ」「かぜひきころわん」、

紙芝居「なぜ、せつぶんに

豆をまくの？」

【ふるさと会館スタッフの読み聞かせ】

■日時と場所 １月26日(木) 午前11時～、１階児童室

●ワークショップ「おやこでつくるトールペイント」
■日時 １月29日(日) 午前10時～正午

■場所 ２階多目的室

■講師 西岡理恵子さん　　

■対象 全年齢（小さいお子さんは保護者同伴）

■募集人数と参加費 15人程度、700円

■参加受付期間 １月７日(土)～22日(日)

●としょかん三行詩作品展示会
■期間 １月17日(火)～29日(日)

■場所 １階図書館フロアー

●特別展「冬・北海道」～松本征夫・冨美子二人
写真展～

■期間 １月14日(土)～28日(土)

■場所 ２階特別展示コーナー

●全国おはなしキャラバン隊来館のお知らせ
■日時 １月８日(日) 午前10時30分～11時35分

■内容と場所 おはなし会＝２階多目的室、キャラバン

カー見学＝ふるさと会館前駐車場

●多目的室をご利　
用のお知らせ
学習やパソコンを利

用される場合は、２階

の多目的室をご利用く

ださい。ご利用の際は

マナー等を守っていた

だき、皆さんが気持ち

よく利用できるようにご協力をお願いします。

●年始と１月の休館日 １日(日、元日)～４日(水)…

年始休館、10日(火)、16日(月)、23日(月)、30日(月)、

31日(火)…月末館内整理日

※１月９日(月、成人の日)

は祝日開館します。詳しく

は、ふるさと会館（152・

7131）へお問い合わせくだ

さい。

ふ る さ と 会 館 か ら お 知 ら せ

前回の展示の様子

平安装束の試着体験

お知らせ
広報めいわ　　 １月号

平成24年
(2012年)

１
月
８
日

明
和
消
防
署
南
側
広
場
で

第
34
回
新
春
北
野
た
こ
あ
げ
ま
つ
り

■
期
日

１
月
８
日(

日)

（
雨
天
中
止
）

■
場
所

明
和
消
防
署
南
側
の
広
場

■
予
定
時
間
と
内
容

午
前
９
時
＝
開
会
・

た
こ
あ
げ
開
始
、
午
前
10
時
＝
斎
宮
小
学
校

３
年
生
児
童
た
ち
の
た
こ
あ
げ
、
午
前
11

時
＝
北
野
子
ど
も
会
の
た
こ
あ
げ
、
午
前
11

時
30
分
＝
北
野
凧
の
会
の
大
だ
こ
な
ど
（
当

日
天
候
に
よ
り
時
間
を
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
）

※
た
こ
あ
げ
の
ほ
か
、
太
鼓
・
よ
さ
こ
い
ソ

ー
ラ
ン
、
バ
ザ
ー
、
い
せ
う
ど
ん
・
北
野
汁

コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

明
和
町
観
光
協
会
（
1
52
・
０
０
５
５
）
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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【明和町ホームページ】
\h t t p : / /www . t own .m e iw a . m i e . j p /

【明和町Eメールアドレス】
Ns o umu@ t own .m i e - m e iw a . l g . j p（総務課）

広
報
め
い
わ
No.531  平

成
24年

(2012年
) １
月
号

午前６ 
 
７ 
 
８ 
９ 
 
10 
 
11 
 

午後０ 
 
１ 
 
２ 
３ 
 
４ 
 
５ 
 
６ 
 
７ 
 
８ 
９ 
 
10 
 
11 
深夜 

６：00 明和ニュース 
          天気 
７：00 明和ニュース 
          天気 
８：00 特集 
９：00 明和ニュース 
          天気 
10：00 明和ニュース 
          天気 
11：00 特集 
 
０：00 明和ニュース 
        天気 
１：00 明和ニュース 
        天気 
２：00 特集 
３：00 明和ニュース 
        天気 
４：00 明和ニュース 
        天気 
５：00 特集 
 
６：00 明和ニュース 
        天気 
７：00 明和ニュース 
        天気 
８：00 特集 
９：00 明和ニュース 
        天気 
10：00 明和ニュース 
          天気 
11：00 特集 
０：00 明和ニュース 
０：20～６：00 休止 

【放送時間・番組】 
【明和ニュース・特集の内容】 【放送期間】 

１月19日(木) 
        ～25日(水)

１月１日(日) 
　　　  ～11日(水)

１月12日(木) 
　　　～18日(水)

新年のごあいさつ 
平成23年（2011年）ニュース総集編（８月～12月） 
明和町議会12月定例会（１月６日～９日放送予定） 

１月26日(木) 
   ～２月1日(水)

明和ニュース：①下御糸小学校 地産地消給食、②美し 
国三重市町対抗駅伝 明和町選手団結団式、ほか 
コラム：第34回新春北野たこあげまつり 
特　集：東日本大震災に対する明和町の取り組み 

明和ニュース：①明和町観光協会 初日の出を迎える会、 
②明和町成人式、ほか 
コラム：いつきのみや歴史体験館 追儺(ついな)のまつり 
特　集：コラム総集編：明和町商工会制作 こだわりびと１～３ 

明和ニュース：①第34回新春北野たこあげまつり、 
②明和町消防団 出初め式、ほか 
コラム：明和町成人式 
特　集：コラム総集編：明和町商工会制作 こだわりびと４～５ 

明和町行政チャンネル番組表 １月１日(日、元日)～２月１日(水)
※明和町行政チャンネルは「松阪ケーブルテレビ」網で放送しています。放送内容は、原則として毎週
木曜日の正午（午後０時）に更新します。また、放送内容・時間等を予告なく変更する場合があります
ので、ご了承ください。詳しくは、総務課（152・7111）へお問い合わせください。
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（有料広告）

（有料広告）

一流の技術と安心価格！専門技術と知識をもって、

お客様に満足いただくサービスをご提供します。
安心価格でお応えします。わからない点やご質問・ご要望はいつでもどうぞ。お気軽にご相談ください。

ご家庭からマンション、店舗、会社、工場の
浄化槽管理、保守点検は中勢環境メンテナンスへ

比べてください のお値段！ お見積は無料！
例：合併浄化槽10人槽までの場合
(特殊な場合を除きます) 年３回点検で11,500円

浄化槽保守点検


